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1 . 序論

1 .1 . はじめ に

今日 ,家庭用薄型大画面テ レ ビ の 普及 , 立体映像技術の 開発 な ど, 映像表示 に関する技術は急速

に発展 ･ 普及 して い る.
こ の ような大画面の テ レ ビや立体感 の ある映像等,非常に臨場感の ある映

像を見ると, 映像の 観察者自身が動 い て い る感覚が得られ るこ とがある . これをべ ク シ ョ ン ( 視覚

誘導性自己運動感覚) と い う.

べ ク シ ョ ン が発生する こと によ っ て , 吐き気 ･ 頭痛等の 不快感が生

じ, こ の不快症状は視覚性動揺病と呼 ばれ るも の で ある . 今後益々 発 展するで あ ろう映像技術に

伴 い ,視覚性 動揺病 の 発生 も増加 して い く こと は避けられ ない .視覚性動揺病 - の 対策は今後の

大き な課題で ある .

通常, べ ク シ ョ ン は映像の 動い て い る方向とは逆方向に知覚され る . しか し,近年, 映像 の 動きと

同方向 - 知覚され る逆転 ベ ク シ ョ ン と呼ばれ る現象が発 見された【4】.逆転 べ ク シ ョ ン で は, 奥行

きの異なる 2 種類の 物体を配置 した 際に ,
手前に位置する物体を低速度で ,奥側 に位置する物 体

を高速度で 運動させた際に,手 前の 物体と同方向 - の べ ク シ ョ ン が発生する現象で ある . 多様化

する映像技術によ っ て 逆転ベ ク シ ョ ン が発 生する状況 が増加すると共に,視覚性 動揺病に与 える

影響もまた増加 が予想され る ことから,逆転 べ クシ ョ ン が視覚性動揺病に与える影響を明 らか に

する こともまた重要 とな っ て くる .

1 .2 . 研究 の 目的

近年 ､ バ ー

チ ャルリアリティ技術や ､ 宇宙開発事業等が大きく発展しており､ 本来特殊な環境下でしか

発生することのなか っ た逆転ベクシ ョ ンが発生する機会が増加すると予想される. しか し
､ 逆転 ベクショ ン

が発生した際にもまた､ 視覚性動揺病が発生する可能性があるが ､ そ の 因果関係 に関して は調 べ られ

て い な い .そ こで
､ 本研 究で は現実世界に即した ､

可動性を有する物体を用いた際に逆転ベクシ ョ ンが

どのように発生するかを調べ ､
そして ､ 逆転べクシ ョ ンが発生した際に視覚性動揺病がどのように発症す

るかに つ い て調 べ る.

これ まで , 可動性認識が視覚性動揺病 に及ぼす影響に関して は研究が行われ て い る【5】【6】. しか

しながら
,
可動性 認識が逆転ベ ク シ ョ ン に及 ぼす影響, ま た逆転 ベ ク シ ョ ン が視覚性動揺病に及

ぼす影響に関する実験は行われ て い な い .

そ こで ,本研究で はまず, 可動性認識が逆転べ ク シ ョ ン に どの ような影響を及 ぼすか を調 べ ,
ま

た,逆転べ ク シ ョ ンが, 視覚性動揺病に どの ような影響を及 ぼすかを調 べ るこ とを目的とする.
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2 . 視覚性動揺病

2 .1 . 視覚性動揺病とは

物体の 運動による視覚刺激によ っ て ベ ク シ ョ ン が発生する . こ の 時, 吐き気や 目弦な どの 動揺

病と類似 した症状が見 られ るこ とがあ る.
こ の ような症状は視覚性動揺病と呼 ばれ て い る 周 様

病とは 一 般には車酔い の 事を言う.視覚性動捧病は視覚刺激によ っ て 引き起こされ る､ 動揺病と

同様の症状をもたらす 一 種 の神経失調症状で ある .

視覚性動揺病の 発症の 原因に関する説は様々 なもの が あるが, 現在最も有力と されて い る説が

次項 で述 べ る ,感覚矛盾説で ある.【7】【8】

感覚矛盾説 の他にも,過剰刺激説, 体液移動説 な どの説 が提唱 されて い る.【8】

過剰刺激説と は, 耳石 器な どの前庭器 官が過剰に刺激され る こと によ っ て , 吐き気などの 不快

症状を引き起 こすとする説で ある . こ の説は,視覚性動揺病 の ような, 前庭器官に刺激が与 えられ

なくとも生 じる動揺病症状 を説明するこ とが でき ない ため, 現在で は否定され て い る説 で ある.

体液移動説と は,宇宙空 間で 生 じる宇宙酔 い を解説するために 提唱 され た説 で あり ,
ス ペ

ー

ス

シ ャ ト ル ,宇宙ス テ
ー シ ョ ン な どの 無重力空 間に長期間滞在す る場合に ,

重力が働かなく な っ た

事によ っ て ,血液 の頭部 - の 流量が増大し, 頭痛､ 悪心 ､ 吐き気等の 不快症状が生 じるとする説 で

ある .

2 . 2 . 感覚矛盾説

観察者が視覚刺激を受け べ ク シ ョ ン を知覚した際,観察者自身は静止 して い る状態 で あ る.
I

の 時,視覚情報に は観察者自身が移動 して い ると い う情報が与 えられ て い るが, 前庭感覚器官, 体

性感覚器官に対 して は自身が静止 して い ると い う情報が与 えられ て い る . こ の ように,自己 身体

運 動を司る,視覚, 前庭, 体性 の それぞれの 器官に異な っ た情報が与 えられ る ことによ っ て ,
各感覚

器官から の情報 を統合する際に矛盾 が生 じ, そ の感覚の 混乱 によ っ て , 吐 き気 等の 不快症 状を引

き起こす.
これが感覚矛盾説である .
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3 .
べ クシ ョ ンと逆転 べ クシ ョ ン

3 .1 . ベ クシ ョ ン

駅などで停車して い る電車に乗 っ て い る時,反対ホ ー ム の 電車が発車する の を見て あたかも自

分の 乗っ て い る電車が動い て い ると感 じる ことがある ( Tr ai n lll u si o n と 呼ばれる) 【1】. こ の よ

うな視野の 多くの 部分を覆うような視覚情報 の運動 を観察 した際に,観察者自身は静止 して い る

にも関わらず,観察者自身の 身体が動 いて い るとい う感覚を得る .
これ を, ベ ク シ ョ ン (視覚誘導性

自己運動知 覚) と呼ぶ .

べ ク シ ョ ン は大きく 2 種類に分け られ る . 上下, 左右または前後方向 - の 直線運動と知覚され

る
``

直線 べ ク シ ョ ン( Li n e a r V e cti o n)
"

と, 上下軸 ,
左右軸, 前後軸を中心と して 回転する感覚を得

る,
"

回転 べ ク シ ョ ン( Ci r c u l a r V e cti o n)
"

で ある .上 下軸,
左右軸, 前後軸の 回転をそれぞれ, Y a w ( ヨ

- ) ,
Pit c h ( ピ ヅ チ) ,

R oll ( ロ ー

ル) と呼び, それぞれによ っ て誘起され る べ ク シ ョ ン を, Y a w

べ ク シ ョ ン , P it c h
■ベ ク シ ョ ン, R o ll

べ ク シ ョ ンと呼ぶ .

3 .2 . 逆転 ベ クショ ン

視覚対象と して 奥行き の 異なる物 体を,手前 ( 前景) , 輿 (背景) にそれぞれ配置し移動させ る .

通常で あれ ば,前景,背景それぞれ の移動方向と反対方向にべ ク シ ョ ンが誘起され ,
それぞれ の べ

ク シ ョ ン の 方向と反対 の 方向 -

,

べ ク シ ョ ン が知覚されるはずで ある. しか しなが ら,前景に配置

された物体を低速度で ､ 背景に配置され た物体を高速度で移動させ た場合,背景で は物 体の 移動

と逆方向 - の べ ク シ ョ ンが知覚され るが,前景で は物体の 移動方 向と同方 向 - の ベ ク シ ョ ン が知

覚され る . そ の 結果,観察者はあたか も前景に配 置され た物体と
一 緒に動い て い る感覚が得られ

る . こ の ように, 通常の べ ク シ ョ ン とは逆方向 - 知覚されるため, 逆転ベ ク シ ョ ン と い う名称で 呼

ばれ て い る .

先行研究 の結果から
,
前景 の 速度が 5 °e g/ s e c 程度 の 低速度の 時が最も逆転 ベ ク シ ョ ン が強

く誘起され る ことが明ら かにされて い る【1】. そ の 際
,
背景 の 速度は高速で ある ほ ど,逆転 ベ ク シ ョ

ン は前景 に お い て
,
強く誘 起され る . また

,
低速度 で運動す る物体 を前景 の み に提示 した場合 に は ,

逆転 べ ク シ ョ ン は誘起されず, そ の 物体の運動 とは反対方向に通常の ベ ク シ ョ ン が知覚され る .

逆転 べ ク シ ョ ン の発 生原 因に関 して 詳 しくは解明され て い な い . 逆転 べ クシ ョ ン知 覚を説明す

るための 説と して
,
対比運動 ベ ク シ ョ ン【1】, ニ ス タグ マ ス 抑制説【1] な どがある . 現在で は ､

ニ ス タ

グ マ ス 抑制説が逆転ベ ク シ ョ ン を知覚するうえで最も有力 な説 で あるとされて い る .
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4 . 可動性 の 藤識

4 .1 . 可動物休と固定物体

べ クシ ョ ン の 知覚, 視覚性 動揺病強度に影響を与える要因 と して , 視覚対象物 の 運動速度な ど

物理 的要素以外 に
,
物体が r動 く｣ も の で ある か ｢ 動かない｣ も の で あるか と いう可動性の 罷識

もまた重要な要因 となる .

図 4 . 1 可動物体 図 4 .2 固定物体

人は 日常存在する物体の 可動性 を経験によ っ て無意識に認識 して い る .

図 4 . 1 の サ ッカ
ー ボ ー

ル の よ うな観察者が r動く｣ と認識可能な物体が移動しても, 観察者は

物体が移動したと認識するだ けで , 知覚され る ベ ク シ ョ ン は小 さいE6] . しか し, 図 4 .2 の ビ ル の よ

うな ｢ 動かな い｣ と観察者が静放する物体が移動した場合 ｢ 動かない はず の ビ ル が移動 した と

い う こ とは, 自分が移動 して い る｣ と帯織 し, 強 い べ ク シ ョ ン が発 生する【5] .過 去 の研 究の 結果 か

ら, こ の ような心理 的な認識 は,物 体の 奥行き 知覚等 の物 理的露織よりも優位に 働く辛が示され

て おり【61 , 逆転 ベ ク シ ョ ン 知覚にお い て も こ の ような心理 的認識 は少 なか らず影 響を及 ぼすと

考えられる .
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5 . 実験

可動性瓢戦が逆転べ ク シ ョ ン 知覚に 与える影響と, 逆転べ ク シ ョ ン を知覚 した際に視覚性動揺

病に与える影響を調 べ るこ とを目的と した.

5 .1 , 実験 シ ス テ ム

実験用に コ ン ピ ュ ー タ グラ フ ィ ッ ク で 3 D C G を作成し使用 した .

図 8 . 1 実故 シ ス テ ム

実験に は園 5 .1 の 実験シ ス テ ム を用 い た. 3 D C G の 作成は 4 台 の コ ン ピ ュ ー タ ( A p pl e 社製

P o w e r M a c G 4) を用 い , 作成 した映像は 4 台 の プ ロ ジ ェ クタ ( vi c t o r 製 D L A
- G l l) を用 い て

ス クリ
ー

ン に投影した .

また, 被験者にiま偏光法による立体視法を用 い るこ とに よ っ て 奥行き感 の ある映像 を与えた .

4 台 の プ ロ ジ ェ ク タには偏光板が取り付けて あり,偏光法専用 の 特殊なス ク リ
ー

ン に投影 した映

像を被験者に偏光眼鏡を装着して もらうこ とによ っ て , 立体視環境 を実現 して い る, 被験者 の 着

座位置周辺 より前方の壁, または天井には ,被験者に実験映像に集中させるた め, 黒色の 模造紙, ま

たは布 を乗付けて い る.

5 .2 . 被験者

被験者は視覚障害, 内耳障害等の 既往症 の な い 健康な2 2 歳 - 2 4 歳 の 男性 1 0 名, 女性 3 名に協

7
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力してもら っ た.

実験に際し, 被験者に は事前に実験内容を税明した. そ して,
-

実験毎に注意事項 を被験者に説

明を行 っ たうえで 実験 を開始 した . また, 被鼓者 の 先入観によ る心理 的な影響を避けるた め, 被験

者には実顛で与え る刺軌こ関する情報を知らせ ず, 被験者聞で映像に つ い て の 情報交換を行わな

い ように注意した .

5
.3 . 映魚

映像fj: , 可動物体と して 立方体, 固定物件と して 藤棚を用 い, それぞれ を前景ま たは背割 こ配置

した . ( 図 6 . 2) 3I) C G 内 の カメ ラを取り囲む形で物体を配せし回転させた .

背景

可動物体 固定物体

節

JE L
月1

可 動物体

■■

固定物体
i
■

固 6 . 2 物 体の 泉社

前景 の物体は 1 0 m よりも事前に知覚されるように配置 し,背景 の物体は 2 0 m
- 3 0 m に知覚さ

れるよ うに配置した. また, 前景 の速度は 5 d e g/ B e e , 背景 の 速度は 2 5 d e g/ 8 e C と した. また周 定物体

は上下方向を持 つ 映像で あり, 可動物体と固定物体 の 間で条件を梯え るた め, 可動物体でも上下

方向を藩識可能な物体を用いた .

物体は カ メ ラを中心と して 回転連動を行 い, 前景/ 背景 の い ずれ か を p it c h 回乾 もう
一 方を

y a w 回転させ た. 回転 の 方向は上下い ずかの 方向の p it c h 回転と, 左右 いずれか の方向の y a w 回転

を組み合わせ た 4 種類 の 回転方向を設定した.

前景と背景に可 動物体, 固定物体を組み合わせ る ことで, 4 種類 .前景と背景が y a w 回転か pit c h

回転か いずれか の組み合わせ で 2 種類, 回転方向が上 下, 左 右の 組み合わせ で 4 種類. これ らを組

み合わせ るこ とで ,合計 3 2 種類の 映像を用 いて 実験を行 っ た .
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5 .4 . 実験手順

被験者に実験に つ い て の説 明, 教示 を行 いデ ー タ シ ー トを配布 . そ の後 ,実験室 内 を消灯 し, 暗室

と した. 4 0 秒 の 映像 8 つ を 1 セ ッ トと し,
-

回 の 実験で合計 6 セ ッ ト行 っ た. 映像間には評価時間

と して 2 0 秒の 時間を設け,その 間はデ
⊥
タ シ

ー

トの記入 の ため簡易照明を点灯させ た. セ ッ ト間

には 2 分間の休憩時間を設 けた .被験者には, 自己運動感覚 ( べ ク シ ョ ン) の強さ ,
自己運動感覚知

覚方向, 不快感の 3 つ の 項目を評価 して頂 い た.

5 .5 . 評価方法

5 . 5 .1 .

べ クシ ョン の 評価

ベ ク シ ョ ン はそ の 強さ を, 0 - 4 の 5 段 階の カテ ゴリ評価法 を用 い て評価して頂 い た . 0 の カ

テ ゴリには
"

ま っ たく自己運動感覚を感 じない
"

,
4 の カ テ ゴリ には

"

は っ きりと自己運 動感覚

を感 じる
' '

とラ ベ ル を付けた .

ベ ク シ ョ ン の 方向は,2 2 .5
o

刻み の 1 6 方向を用 い て評価 して 頂 い

た . これ ら,
ベ ク シ ョ ン の 強さ と方 向の 評価には

,
図 5 .3 に示す ような レ

ー ダチ ャ ー トを用 い た .

ベ

ク シ ョ ン の 強さ,方向に関して該当する箇所に丸印または央印で評価 して頂 いた .例えば, 図 5 . 3 に

描かれて い る丸印は ｢ 強さ の カテ ゴ リが
"

3
"

, 方向は 4 5
o

｣ と いう意味で ある .

図 5 . 3 自己 運動感覚評価用 レ ー ダチ ャ ー ト
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5 . 5 . 2 . 不快感 の 評価

不快感の評価は,S h e ff e の
一 対比較法を用 い ,

1

2
-

+ 2 の 5 段階評価で行 っ た ( 図 5 .
4) .連続 して

提示される映像を見て ,前に見た映像の 不快感の 方が強 い と感 じたならば,
"

-

"

の 値に, 後から見

た映像の不快感の方が強い と感 じたならば
"

+
"

の備に, どちらにも差が無い と感じたならば,
"

0
"

と評価 して頂 い た .

得られ たデ ー タは, T b u r st o n e の 比較判断の法則 C a s e V を用い て 距離尺度化 した .

図 5 . 4 一 対比 較法 ( 5 段階)

5 . 5 . 3 . 評価 の数値化

被験者か ら得られた ベ ク シ ョ ン に関す るデ
ー

タは 円筒形の グラ フ 上 にプ ロ ッ トする . グラ フ か

ら各映像で知覚され るべ ク シ ョ ン の方向と強さ の傾向 を判別 する｡

べ クシ ョ ン を評価するた めに数値化を行う. 得られた ベ ク シ ョ ン の
一

つ
一

つ のデ ー タ毎にそ の

カテ ゴリ の値と角度の c o s ( または ､ si n) を計算 した もの を掛け合わせ ､ 垂直 ( または ､ 水平)

から の 距離を表す値とする ( 図 5 .6) ｡

得られたそれぞれ の 点 の 数値は各映像内の 前景 ･ 背景の 移動方向に応 じた領域毎に平均する

( 図 5 .5) .物体 の移動に対 して通 常の べ ク シ ョ ン が発生 して い る方 向 の領域に存在するデ ー タに

は正 の値 を､ 逆転べ ク シ ョ ン が発生 して い る領域に存在して い るデ ー タには負の値を与 える. 例

えば
､
前景の物体が右方向に移動 して い る映像の 場合を考えると ､ 右方向 の領域(o

o
- 6 7 .5

o

､

2 9 2 .5
o

-

3 3 7 .5
o

) に存在するデ ー

タ には負の符号を､ 左方 向 の領域 ( 1 1 2 .5
o

- 2 5 2 . 5
o

) に

存在するデ ー タには正 の符 号 を与 える .
こ の 例 の ように ､ 得 られ たデ ー

タは前景 ･ 背景毎､ 水平 ･

垂直の 方向毎に数値化する ｡

1 0
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6 . 結果

ベ ク シ ョ ン の方向 ･ 強さに関する実験の総試行数は 1 0 0 8 , 不快感 に関する総試行数は 8 8 2 で あ

っ た .

べ クシ ョ ン の 結果を数値化 し, 不快感の 結果を距離尺度化 したグラ フ を, それ ぞれ, 図 6 .1 - 図

6 .6 に示す.

ベ ク シ ョ ン
,
不快感共 に上下左右の 回転の 方向による傾向の差は見られ なか っ たため ,

物体の可動性 の組み合わせ 毎に, 上下左右の値を平均 して グラ フ化 した .

図 6 .1 は背景 の 回転に 関しては考慮せず, 前景が y a w 回転を行 っ て い る映像 の 評価値 の みを考

慮 し
,
図 6 .2 は前景が pit c b 回転を行 っ て い る映像の 評価値の み を考慮 して 前景

･

背景の 可動性

の組 み合わ せ毎に評価値を平均 したグラ フ で ある .前景が y a w 回転 を して い る場合,
前景が可動

物体の 映像で は逆転ベ ク シ ョ ン が強い と いう結果が得られ た . 前景が 固定物体 の 映像で は通常の

べ ク シ ョ ン の 方が強 く発 生すると い う結果が得られ た . また, 背景が 固定物体 の 映像は可動物体

の 映 像よ りも強く逆転 べ ク シ ョ ン を誘起する結果と な っ た . 前景が pit c b 回転 を して い る場

令,y a w 回転よりも全体的に逆転 べ ク シ ョ ン が強く誘起され る結果 とな り,全 て の 映像に お い て ,

逆転べ ク シ ョ ン が発 生する傾向が見られ た.物体 の 可動性 の 組み合わ せ による違 い は y a w 回転 の

場合と同様 の傾 向が見 られ ,前景が可動物体,背景が固定物 体の 映 像が逆 転 ベ ク シ ョ ン を強く誘

起する結果が得られ た 二 元配置分散分析の 結果､ 前景 の物体が可動物体で あるか固定物体で あ

るか の 差の み p < 0 .0 5 で有意な差が見られた｡

図 6 .3 は前景 の 回転に関して は考慮せず背 景が y a w 回転を行 っ て い る映像の 評価値の み を考

慮 し,図 6 .4 は背景が pit c b 回転を行 っ て い る映像 の評価値 の みを考慮 して前景
･

背景の 可動性

の 組み合わせ毎に 平均 した グラ フ で ある .背景の 映像で は
,
物体 の 組み 合わ せ , 回転方 向に関係 な

く全 て の 映像で 通常 の ベ ク シ ョ ン が誘起され る結果 とな っ た . 可動性認識 による違い は,前景 の

物体の評価と 同様 の傾向が見 られ, 前景の 物体が可動物体,
背景 の物 体が 固定物体の 映像が ,

ベ ク

シ ョ ン をより強く誘起すると い う結果とな っ た .

図 6 .5
, 図 6 .6 は不快感を S h effe の

一

対比較法 ( 5 段階) を用 い て デ
ー

タ を採取 し, T h u r
-

s t o n e

の 比較判断の 法則 C a s e V によ っ て 距離尺度化を行 っ たグラフ で ある. 前景 y a w 回転, 背景 Pi t e b

回転 の 映像で は背景が固定物体の 映像が不快感が強く ,前景 p it c h 回 転 背景 y a w の 映像で は背 景

が可動物体 の 映像が不快感が強い と い う結果とな っ た . し か し,不快感 の 値は,物体の 可動性認識,

前景 ･ 背景の 奥行き知覚,p it c b と y a w の 回転方向の い ずれ の 条件で も, 有意な差が あるとは言 え

な い 結果とな っ た .

1 2
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7 1 考察

実験 の結果, 前景の 物体が可動物体で ある映像は固定物体で ある映像よりも逆転 べ ク シ ョ ン

が強く誘起され,背景が固定物体で ある映像は可動 物体で ある映像よりも逆転ベ ク シ ョ ン が強

く誘起され るこ とが判 っ た.

逆転べ ク シ ョ ン が誘起され た場合, 観察者は前景に配置され た物体と
一 緒にな っ て 動い て い

る感覚が得られる . こ の 時, 前景に配置された物体が可動物体で あるならば,物体 の持 つ ｢ 可動で

ある｣ と い う認識によ っ て ,違和感無く観察者と同方向 - 移動する感覚が得られ ると考えられ

る . また, 前景に配置された物体が固定物体で あるならば,物体の持 つ ｢ 固定で ある｣ と い う認識

に よ っ て ,物体と
一 緒にな っ て 動く と いう知 覚が抑制されると考えられる .

逆転 ベ ク シ ョ ン に関する論文を発表 された中村氏 は,逆転ベ ク シ ョ ン は背景刺激の 運動によ

っ て 観察者の 自己 身体運動の 定位が不安定に な っ た場合 の み知 覚可能な現象で ある【1】, と述

べ て い る . 即 ち, まず背景の 運動による通常の べ ク シ ョ ン が なけれ ば逆転 べ ク シ ョ ン は誘起さ

れ な い . そ して , 背景の 動き に よる べ ク シ ョ ン は強 い も の で あるほ ど,逆転 べ ク シ ョ ン は誘起 さ

れ易く なる . また, 可動性認識の 過去 の 研究の 結果から, 固定物体は可動物体よりも強い べ ク シ

ョ ン を誘起す るこ とが判 っ て い る【5】. これ ら の 結果 より ,
背景が強い べ ク シ ョ ン を誘起する固

定物体の 映像は可動物体の 映像よりもより強く逆転ベ ク シ ョ ン を誘起する ことが判る .

背景 の 物体にお い て は, 全 て の 映像で 通常の べ ク シ ョ ン が誘起 され , 物体が固定物体で ある

映像が可動物体で ある場合よりも通常の べ クシ ョ ン が強く誘起されると い う結果 とな っ た .逆

転 べ ク シ ョ ン が誘起され る条件下でも背景で は通 常の べ ク シ ョ ン が誘起され る の は先行研究

の結果と
一 致する【1】. また

,
物体が固定物体の 映像が可動物 体の 映像よりも強い べ ク シ ョ ン が

誘起 され ると い う結果もまた先行研究の 結果 と 一 致すると言 える【51【6】.

過去 の研 究で は,背景 の物体が動く , 固定物体が動く,p it c b 回転で あると い っ た条件で 不快感

は強くなると い う結果 が得られて い るが
,
本実験で はその い ずれ にも当て はまらな い 結果が得

られ た . 可動性認識, 前景
･ 背景,y a w 回転 ･

p it cb 回転の いずれ の 間にも有意な差はなか っ た ･

逆転べ ク シ ョ ン が誘起された状況下で は観察者は前景の 物体と同方向 -
一

緒に移動 して い る

と い う感覚が得られる . また
,
前景物体は低速度で移動 して い る .

こ の ことから,
"

前景物体と
一

体とな っ て , 低速度で移動する
"

と い う ベ ク シ ョ ン を知覚 し,低速度で あると い う ことから, 不快

感に大きな差が生 じない の ではな い かと考える ことが でき る .

1 6
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< 前景y a w 回転､ 背景pit c h 回転時のグラフ >
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(1 ) 前景: 可動物体( 右方向) ､ 背景: 可動物体く上方向)

( 3) 前景: 可動物体( 左方向) ､ 背景: 可動物体( 上方向)

( 2 ) 前景: 可動物体(右方 向) ､ 背景 : 可動物体( 下方 向)

( 4) 前景: 可動物体( 左方向) ､ 背景: 可動物体( 下方向)
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(5) 前景: 可 動物体( 右方 向) , 背景: 固定物体( 上方向)

(7) 前景: 可動物体( 左方向) , 背景: 国定物体( 上方向)
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( 6) 前景: 可 動物体( 右方向) ､ 背景: 固定物体( 下方向)

(8) 前景: 可動物体( 左方 向) , 背景 :EEl定物体( 下方 向)
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く1 1) 前景: 固定物体( 左方向) , 背景: 可動物体( 上方向)

(1 0 ) 前景 : 国定物体( 右方向) ､ 背景: 可 動物体( 下方向)

(1 2 ) 前景: 同定物体( 左方向) ､ 背景 : 可動物体( 下方向)



< 前景pit c h 回転, 背景y a w 回転時のグラフ >
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( 1 ) 前景 : 可動物体( 下方 向) , 背景: 可動物体( 左方向)

( 3 ) 前景: 可動物体(上方向) ､ 背景: 可動物体( 左方向)

( 2) 前景: 可動物体( 下方向) , 背景: 可動物体( 右方向)

( 4) 前景: 可動物体く上方向) ､ 背景 : 可動物体(右方向)



元l

〉-

LJ =

)
-

.I

十;

[
7 =
.
i: I

ド
⊥･ .r･,

三:

)音

( 5) 前景: 可動物体( 下方 向) , 背景: 置定物体( 左方向)

(7) 前景: 可動物体( 上 方向) ､ 背景: 固定物体( 左方向)
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(6) 前兼: 可動物体( 下方向) ､ 背* : 同定物体(右 方向)

(8) 前景: 可動物体( 上方向) ､ 背景: 固定物体(右 方向)
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( 9) 前景: 固定物体( 下方向) , 背景: 可動物体( 左方向)

(l l ) 前景: 固定物体(上方向) . 背景: 可動物体( 左方向)

(1 0) 前景: 国定物体( 下方向) ､ 背景: 可動物体( 右方向)

(1 2) 前景:fEl 定物体( 上方 向) ､ 背景: 可 動物体( 右方 向)
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(1 3) 前景 : 同定物体( 下 方 向) ､ 背景:EEl宝物体( 左方向)

(1 5) 前景: Bl 定物体(上方向) ､ 背景:EEl 定物体( 左方向)
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(1 4) 前景: 国定物体く下方 向) ､ 背景:EE 定物体( 右方 向)

(1 6) 前景: 固定物体( 上方向) ､ 背景: 固定物体( 右方向)



前丑: y a w 国境 . yr丑 : p 触 h 回垢

(巾)可動物件一 右 . (甘)可 Jb 拍i* - 上

0 I 2 E] E]
0 ■
2 2 .S

4 5

6 7 . 5

9 0

1 1 2 . S

1 35 I

1 5 7 .5 2 I

1 8 0 ー

2 02 .5

2 25

2 47 .5 EI I 2

27 0 1 2

2 92 .5 ■ 2 ー

3 1S E] E] E]
3 37 .S ー I

(dr) 可Jb* 体
一

石
.
(甘) P 定抽件一 下

○ ー 2 E] E]
○ I ー

2 2 .S I

EZ] 2 ち

6 7 .5 2 I

9 0 E] I
11 2 . 5 ■ I 2

1 3 5 1

ー5 7 ぷ

1 00

2 0 2 . 5 1

2 2 S 1

2 4 7 . 5

2 7 0

2 9 2 . 5

EZEl
3 3 7 .S

( 廿) PI定執件- 左 .( 甘) 可 Jb4b 件一 上

○ I 2 E] E]

0 2 E]
2 2 .5 I

EZ] 2

67 .5 1

9 0

1 12 5

1 35

1 57 .5

1 8 0

2 02 .5 ー ー

2 25 ー E]
2 47 .5 I

2 7 0 ー I ー

2 9 2 .5 2 1

EZZ] I I 2

3 3 7 .5

(巾)周文牡件一 左 . (甘)同定8I件一 下

○ 1 2 E] E]
0 ■ ■
22 .a

4 5 E] 2
67 .S ■ 3

9 0 E)

- 1 12 .5 I

1 35 ー E) E)
1 57 .5 I ー

1 8 ○

2 ○2 .5

2 28

2 4 7 .5

2 7 0

2 9 2 .5 1

EZEl
3 8 丁.5 2 1

(軒) 可JL抽件一石 . (甘)可動抽件一下

○ I 2 E] E]
○

2 2 .5

4 5 4 El
6 7 .5 ー ET
9 0 I I ■
1 1 2 .5 E] 2
1 3 5

1 5 7 . 5

ー00 1

2 0 2 . 5 ■
2 2 S ー

2 4 7 .5 I

2 7 0 I

2 9 2 .5

3 15

3 37 .S

(巾) 可Jb * 件一 左 .( 甘) 回文物件一上

○ 1 2 E] E]
○ ー

2 2 .5

4 5 1

6 7 . 6

9 0

11 2 .5

13 5

15 7 . 5

ー8 ○

R OB .5 2 I

2 2 5 E] 2
2 4 7 . 5 2 ■ 2 E]
2 7 O I 2

2 9 2 . 5 2 2

EZZ3
9 3 7 .5

(dr) 匝定* 体
一

左 . (甘) 可動8I体
一

下

○ I 2 E] 4
0

2 2 _ S ■
4 5 2 ■
6 7 .5 ー 1

9 0 1 I 1

1 1 2 . 5 ■
1 3 5 1 0

1 5 7 . 5 ■
1 8 0 I

2 0 2 . 5

2 2 5

2 4 7 一5

2 7 0

2 9 2 . 5 I

3 1 5 I

3 3 7 . 5 1 I A

(巾)可 Jb 肋件一 左, ( 甘) 可動肋件一上

0 ■ 2 E] E]
○ ー I

2 2 .5 I

EZ]
6 7 .5

○○

1 12 .5

1 3S

1 57 .5

1 80

2 02 .5 I

22 5 E] E) 1
2 47 .5 E] 2
27 0 1 ■
2 92

.
5 2

EEEl I

3 37 .5 1 1

( 帆) 可輔始件- 左. ( 甘) P 克* 伸一 下

0 1 2 E] E]
○ I 1

2 2 . S

4 5 2

6 7 . 5 I I

9 0 I 2 2

1 1 2 . 5 E] 2

1 3 S 1 E] ET
1 5 7 .5 1

1 8 0 ■
2 Q2 .5

2 2 5

2 4 7 . 5

2 7 0

2 9 2 .5 I

EEZ3
3 3 7 .5 ■

(dQ)Zh 東独体一 毛 ､ ( 甘) 匝尭■件一上

○ I 2 E] E]
0 I

2 2 .5

EZ]
6 7 .5

9 0

1 1 2 5

1 35

1 S 7 .5 ■ I

1J)0 2 ■
2 O 2 .5

2 25 E]
2 4 7 .5 ■ 2

2 7 0 I I

2 9 2 .5 1 ■
3 1S 6 1 1

3 3 7 .5 I 1

(巾) 可恥肋件一 左 . ( 甘) 可地租件一 下

○ ■ E] E] E]
○

22 .5 ■
4S I 2

67 .5 ー ー

9 0 2 2

1 12 .5 2 I

1 35 2 6 I

1 57 .5

1 8O

2 02 .5

2 25 1

2 47 .5

2 70

2 92
.
S

31 5 1

3 37 .5 ■ I ー

(肘) 声定他律一 右 . (甘) 可動他称一 上

○ ー 2 E] E]
○ 1

2 2 .S

4 5

6 7 . 5

9 0

1 1 2 . 5 I I

1 3 5 I E]
1 5 7 . 5

l Ì○ ■
2 02 .5 1 I

2 2 5 ■
2 4 7 .5 I I

2 7 0 1 I

2 9 2 . 5 I ■ ■
3 1 5 ー E] I

3 3 7 . 5 2 E)

(巾)EB 未払件一石 . (甘) 同文4* 件一 下

0 EI 2 E] E ]
○ 1 I 2

2 2 . 5 2

EZ] I 2 1

6 7 . 5 ■
EZ]
1 1 2 .5 1 2

1 3 5 E] 1 I

1 5 7 . 5 ■
1 8 ○

2 O2 . 5 ■ 2

2 2 5 ■ ■
2 4 7 .5 1

2 7 O

2 9 2 . 5

EEZ] I

3 3 7 . 5

(帆) 可地* 件- 右 . (甘) P 定* 件一 上

0 1 2 E ] E]
0 2

22 .S

45

67 .5

9 0

1 12 .5

1 35

1 57 .S

1 80

2 02 .5 I

2 25

2 47 .5 E] 1

27 ○ 2 2 2

2 92 .5 I EI
31 5 5 E]
3 37 .5 I ■

(d [) P 支払体一石 . (甘)可地廿件一下

○ 1 2 3 E]
○

2 2 .5 2 2

4 5 2 2

6 7 . 5 2

9 0 1

1 1 2 . 5 1

1 3 5 I E] 1
1 S 7 . S

1 抑 2

2 02 . 5 ー 2 I

2 2 5 I I

2 47 . 5

2 7 0

2 9 2 . 5

EZZ]
3 3 7

.
5

(dl) 同定■件一 左 . (甘) BI定h 件一 上

0 E] 2 3 4

○ 1 1 ■
2 2 .S 1 2

EEl
6 7 .5

○○

11 2 .5

1 3 5

1S 7 . 5

1 8 0

2 02 . 5 ー

2 2 5 2 E] E)
2 47 .5 ー

27 0 ■ ー

2 92 .5 2 I

EEZ] I 2

3 37 .5 I



前点: p托c h 回垢 . 7r丑 :y a w 回垢

( 肌) 可動抽f* 一 下 ､ (育) 可 動物体一 左

○ 1 E] E] E]
0 2 ー ー ET 2

2 2 .5 E)
45 I

6 7 .S

9 0

1 12 .5

1 35

1 57 .S

ー8 ○

2 02 .S

2 2 5

2 47 .5

2 7 0 I

2 9 2 . 5 ー

3 1 S ¢

3 3 7 . S E] I 1

( 帆) 可動物体一 下 ､ (育) 同文劫体一右

○ ー 2 E] E]
○ I

2 2 .S

45 I

6 7 .5

9 0

1 1 2 .5

1 3S

1 5 7 .S

1 8 ○ 4 1

2 0 2 .S 2 E] E]
2 2S 6 E]
2 4 7 .5

2 70

2 9 2 .5

EZZ]
3 37 .5

(帆)国定物体一 上 ､ (育) 可動物体
一 左

○ 1 2 E] E]
○ 1 El E)
2 2 .S I I ■
4 S 2 2

6 7 .5

9 0 ー

1 1 2 .S

1 35

1 S 7 .S

1 8○ 1

2 0 2 .5 ■ I

2 2S

2 4 7 .5 I

2 7 0 I

2 9 2 .5

EEEl ■
3 3 7 .5 2

( 帆)6)真h 体
一

上 . ( ヤ) B)走物体
一右

○ 1 2 E] E]
○

2 2 .S

EZ3
6 7 .5

9 0

1 1 2 .S 1

1 3S ■ 3 I

1 5 7 .5 S ∩ E)
1 B O 2 E]
2 O 2 . S 2

2 2 5 I

2 4 7 , S 1

2 7 0

2 9 2 . 5

EEEl
33 7 .S 2

(nl) 可動物件一 下 ､
(普)可 動物体

一

右

0 1 2 E] 4
0

2 2 ,5 I

45

6 7 .5 ー

○○

11 2 .5

1 3 5 1

1 S 7 .S I 2

1 8 0 ■ 2

2 02 . 5 ー 2 I ■
2 2 5 I 9 I

2 4 7 B ■
2 7 0

2 9 2 . 5

EZEl
3 3 7 .5

( Hr) 可動物体一上 . (育) 固定抽体一左

0 I E] E] E]
0 E] E]
2 2 .5 E] E] I

4 5 ■ E] E]
6 7 .5

9 0

1 1 2 . 5

1 3 5

1 5 7 . S

ー8 ○ 1

2 O 2 ぷ

2 2 5

2 4 7 , 5

2 丁○ 1

2 9 2 . 5

EEE] ■ 1

3 3 7 .5 I

(帆)歯宝物体
一

上 ､ (育) 可動租体一名

0 I 2 E] E]
0

2 2 .5

45

6 7 .5

9 D

1 1 2 .5

1 3 5 E] 2
1 5 7 . 5 E] E] 2

1 8 0 2 E] I

2 0 2 . 5 ー ー

2 2 5

2 4 7 . 5

2 7 ○ I

2 9 2 . 5

3 1 5 I

3 3 7 . 5

(帆) 可動物体
一

上
, ( 育) 可動物件

一 左

○ ■ 2 E] 4

El 1 2 I 1 El
2 2 .5 2

4 5 5 E]
EEZ]
9 0 1

1 1 2 .S

1 35

1 5 7 . 5

1 8 ○

2 0 2 .5

2 25 2

2 4 7 .5

2 7 O

2 9 2 .5 1

3 15

3 37 .5 2

(帆) 可動物件一 上 . ( 背) 固定物体 一右

○ 1 2 3 E]
○

22 .5

4 5

67 .S

9 0

1 12 .5

13 5 1 S EI
1 $7 .5 2 3

1B O I 3 E)
2 02 .5

22 5

2 47 .5 1

2 7 0

2 92 .5 1

EEE]
3 37 .5 ■

(帆)世支為体 一

下 . (背)tB 定物件- 左

0 1 2 E] E]
○ ー 丁 2

2 2 .5 I

EEl 2

6 7 .5

9 0

1 12 .5

13 5

1 57 .5

ー8 ○ ー

2 02 .5 1

22 5

2 47 .5

27 O

2 92 .5 1

EZZ3 2 1

3 37 .5 E] E[ ■

( Mr) 可動物体
一

上 ､ (育) 可動魚体
一右

○ ■ 2 E] E]
0 2

2 2 .5

4 5

6 7 .5

9 0

1 12 .5

1 35 E] E] E]
1 S7 .5 ー 2 2

18 0 1 I 2 I

2 02 .5 2

2 25 1

2 47 .5 1

27 0 1

2 92 .S

31 5

33 7 .5

( 帆)国定物体 一

下 . (背) 可動物体- 左

○ 1 2 E] E]
○ E) I I 2

2 2 . 5 2

EEl
6 7 .5

9 0 ■
1 1 2 .5 ■
1 3 S ■
1 5 7 .5 I

1 8 ○

2 02 .5

2 2 5

2 4 7 .5

2 7 0

2 9 2 .5

3 1 5 2 I 1

3 3 7 .5 ー ー El 2

(帆) 同定租体一 下 ､ (育)国定8I体一 右

○ ー 2 E] E]
0

2 2 .5

4 S

6 7 . 5

9 0 I

1 1 2 .5

13 5 I

1 57 .5 2 2

1b O I El
2 02 .5 2 2 2

2 25 E] 2

2 4 7 .5 2

2 7 0

2 92 .5

EEE]
3 37 .5

(巾)可 動物体
一

下 . (背) 同文物体 一左

○ 1 2 3 E]
○ E] 2 I ■
2 2 .5 I

4 S I

6 7 . S □
9 0

11 2 .5 ー

1 3 5 1 ■
ー5丁.5

1 8 ○

2 02 .S

2 2 S

2 47 .5

2 7 0

29 2 5

EEE] E] 2

3 3 7 . 5 2 丁

(Hr) P 定物件一 下 . ( 甘) 可 動h 件- 右

○ 1 2 E] E]
○ 2 I

2 2 . 5 1

EZ] ■
6 7 .5 ■
9 0

1 1 2 j

1 3 S 1

1 S 7 B ■ 2

1 B O ー E) ■ ■
2 0 2 .5 1 2

2 2 5 E] ■ ■
2 4 7 .S 1

2 7 0

2 9 2 . 5

S I S

3 3 7 . 5

(軒) PI支払体一 上 . (育) 同定抽体 一左

○ I 2 3 E]

E] I S E] 2
2 2 . S I 4 1

4 S I ■ ■
¢丁.5

9 0

11 2 .5

1 3 S

1S 7 .S

1 B ○

2 02 .5

2 2 5

2 47 .S 2

2 70

2 92 .5 2

31 5

3 37 .5 2



前点: y A W 回6 ､ 常長 : p b h 回垢 ( o o 6 の 価)

(巾) 可動抽体
一

台 . (甘)可動h 件一 上

○ I 2 3 4

0 ○ ○ ○ ○ 0

22 .5 0 ○ ○ ○ 0

EZ] 0 0 0 0 0

67 .5 0 ○ E] ○ EI
9 0 ○ ○ ○ ○ O

1 12 .5 ○ 0 ○ ○ 0

1 35 ○ 0 ○
-

2 . 1 0

1 57 .S ○ 0 - 3 . 7 - 2 . 8 0

18 0 0 ○ ○
-

3 0

2 02 .5 ○ ○ E] ○ O

22 5 ○ ○ ○ ○ ○

2 47 .S ○ 1 1 4 - n 一 - 2 .3 0

2 7 0 0 0 -

○
-

0 ○

2 92 .5 ○ 0 .3 & 1 . S3 ○ 1 .5i

EZE] ○ 1 .4 1 S . 66 4 .2 4 ¢

3 37 .5 0 ○ 1 .B 5 2 . 7 7 ○

(dr) 可動牡件- 右 . (甘) 同文牡件-
1

F

○ I 2 3 E]
○ ○ ○ E] El 0

2 2 .5 ○ 0 1 .8 5 El ○

4 5 0 0 2 .8 3 1 2 . 7 ○

6 7 .5 0 0 1 .5 3 1 . 1 5 0

9 0 ○ ○ ○ ○ ○

1 1 2
.5 ○ ○

-

0 .8
-

ー.1
-

3 .1

1 3 5 ○ 0 ○
-

2 .1 ○

ー5丁.5 ○ ○ 0 ○ ○

1 8 0 ○ 0 ○ ○ ○

2 0 2 .5 ○ ○ - 1 . 8 0 ○

2 25 ○ -

0 .7 0 ○ 0

2 4 7 .5 ○ ○ 0 ○ E)
2 7 0 ○ ○ 0 ○ ○

2 9 2 5 ○ ○ 0 ○ ¢

EEZ] 0 ○ 0 ○ ○

3 9 7 .5 0 ○ ○ ○ El

(q[) 同定肋件
一

左
､ ( 甘) 可動* 件一 上

○ I 2 E] 4
○ ○ 2 E] 0 ○

2 2 .5 ○ 0 ○ ○ 3 .7

4 5 0 ○ 2 .8 3 ET ○
6 7 .S E] 0 ○ 1 .1 5 ○

9 0 ○ 0 ○ ○ El
11 2 .5 ○ ○ 0 ○ ○

1 3 5 ○ 0 0 0 El
1 57 ,5 ○ ○ 0 0 ○

1B ○ ○ ○ ○ 0 ○

2 02 .5 0 ○
-

1 . 8
-

2 .8 ○

2 25 ○
-

0 . 7
-

4 . 2 0 ○

2 47 .S ○ ○ 0 -I .ー ○

27 0 0 - ○ - ○ 0 - ○

29 2 .5 0 ○ ○ 2 .3 1 .5 3

EZEl 0 0 .7 1 1 . 41 4 .2 4 ○

33 7 .5 ○ 0 ○ ○ ○

(dl) 匝定肋件 一

左 . (甘) P 定h 件一 下

○ I 2 E] E]
○ El 0 2 0 ○

2 2 .5 ○ ○ 0 0 ○

4 5 ○ ○ 0 4 2 4 5 .6 6

6 7 . S ○ ○ ○.丁7 3 .44 0

9 0 ○ ○ 0 ○ 0

11 2 .S 0 ○ ○E E] 0

1 3 5 0 - ○.丁 - 4 .2 - 8 .S ○

15 7 .5 0 0 -

1 .8
-

2 . 8 0

1 B O ○ ○ 0 ○ 0

2 02 .S 0 ○ ○ ○ 0

2 2 5 ○ ○ ○ ○ 0

2 47 .5 ○ ○ ○ ○ 0

2 7 0 0 ○ ○ 0 ○

29 2 .5 0 0 ○ 0 1 .5 3

3 1 5 0 0 0 0 0

3 3 7 .5 0 0 3 .7 2 .7 7 0

( 巾) 可 Jb 物件一 石 . (骨)可恥柵件一下

0 El 2 3 E]
0 ○ ○ ○ ○ ○

2 2 .5 0 ○ 0 ○ 0

4 5 ○ ○ 5 .6 6 ー0 .¢ El
6 7

.
5 0 0 .3 8 2

.
3 0 ○

○○ ○ ○ ○ 0 0

1 1 2 .S 0 0 ○
-

3 . 4
-

3 .1

1 35 0 ¢ ○ ○ ○

1 5 7 .5 0 ○ E] ○ 0

ー8○ ○ E I E] ○ 0

2 02 .5 ○ ○ ¢ ○
-

3 . 7

2 25 0 0 ○
-

2 .1 0

2 47
一
5 ○ E] - 0 .8 ○ ○

27 0 ○ ○
-

○ ○ ○

2 92 .5 0 ○ ○ ○ ○

31 5 ○ ○ ○ 0 ○

33 7 .5 ○ . ○ ○ ○ ○

(d[) 可 h 肋d E一圭. (甘) P 支* 件- 上

0 1 2 E] E]
○ ○ ○ ○ 0 ○

2 2 .5 ○ ○ ○ ○ ○

4 5 0 0 1 .朋 0 ○

6 7 .5 ¢ ○ ○ 0 0

9 O ○ ○ 0 ○ ○

1 1 2 .5 0 0 ○ ○ ○

1 3 5 ○ ○ ○ ○ ○

1 5 7 .5 ○ ○ ○ ○ 0

1 8 0 ○ ○ ○ 0 ○

2 0 2 .5 0 ○ - 3 . 7 - 2 ,B 0

2 2 5 ○ ○
-

5 . 7
-

4 .2 0

2 4 7 . 5 ○
-

0 . 8
-

αB
-

2 . 3
-

6 . 1

2 7 O ○
-

○ 0
-

○ ○

2 9 2 .5 0 0 ○ 2 .3 3 . 0 6

3 1 5 ○ 0 0 ○ ○

3 3 7 .a ○ ○ 0 ○ 0

(P r) 好走8I拝- 左 . (常) 可Jb 物件一 下

○ El 2 E] E ]
○ ○ ○ ○ ○ 0

2 2 .5 E] ¢ 1 .85 ○ 0

4 5 0 0 2 . 83 2 .1 2 ET
6 7 .5 E] ○ 0 .77 1 .1 5 0

9 0 0 0 0 ○ ○

1 1 2 .S 0 ○ 0
-

I . 1 0

1 3 5 0 0
-

1 4 ○ 0

1 5 7 .5 ○ 0 ○
-

2 .B 0

1 8 0 ○ 0
-

2 ○ 0

2 0 2 .5 El ○ ○ ○ ○

2 26 0 ○ ○ ○ ○

2 4 7 ,S ○ 0 ○ O 0

2 7 0 ○ 0 ○ ○ ○

2 9 2
.
S ○ 0 ○ ー.1 5 ○

3 1S 0 ○ 1 .41 ○ O

3 37 .5 ○ 0 .9 2 1 .8 5 0 3 .7

(帆)可 8 * 件一去 . ( 甘) 可地抽件 一

上

0 I 2 E] E]
○ ○ ○ ○ E] ○
2 2 .5 El ○ 1 .B S 0 0

EZ] 0 ○ ○ ○ 0

67 .5 ○ ○ 0 0 ○

' 9 0 ○ ○ 0 ○ ○

1 12 .S E) 0 0 ○ 0

13 S ○ ○ ○ ○ E)
1 57 .5 ○ 0 0 ○ EI
ー8○ ○ ○ 0 0 ○

2 02 . S 0
-

0 .9 ○ 0 ○

2 2 S 0 - 2 .a - 8 .5 - 2 . 1 ○

2 47 . 5 0 ○
-

2 .3
-

2 . 3 ○

2 7 0 ○ ○
-

○ ○ E3
2 92 .S ○ ○ 0 2 .3 0

3 1 5 ○ 0 .7 1 ○ E] ○

33 7 .5 E] 0 .9 2 El 2 .7 7 ○

( 巾) 可n ■件一左. ( 甘) P 売払件一 下

0 I 2 E] E]
○ ○ ○ 2 ○ 0

2 2 .S 0 0 ○ ○ ○

4 S ○ 0 0 0 5
.
6 6

6 7 .5 El 0 ○.〟 1 .1 S ○

9 0 ○ ○ E] 0 0

1 1 2 .S 0 ○
-

1 . 5
-

2 . 3 ○

1 3S ○
-

α丁
-

4 . 2
-

6 . 4 0

1 5 7 .S 0 - 0 . 9 ○ ○ 0

1 8 0 ○ E] ○ ○ 0

2 0 2 .5 ○ ○ ○ ○ 0

2 25 ○ 0 0 ¢ 0

2 4 7 .5 ○ 0 EI 0 EI
2 7 0 ○ 0 0 0 ○

2 9 2 .5 0 ○ ○ ○ 1 .53

EEE] ○ 0 ○ ¢ 0

3 3 7 .S 0 ○ 1 ,8 5 El El

(d[) 同定* 件一 右 . (甘)声天助件一上

0 I 2 E ] E ]
○ ○ 0 0 E) ○

2 2 .5 ○ ○ ○ ○ ○

4 S ○ ○ 0 ○ 0

6 7 .5 El 0 0 ○ ○

9 0 ○ ○ ○ ○ ○

1 1 2 .S ○ 0 ○ 0 ○

1 35 ○ 0 0 0 ○

1 5 7 .5 ○
-

0 . 9 E) -

2 . 8 ○

1 80 0 - 2 0 - 3 0

2 0 2 .5 ○ ○ ○ ○ ○

2 25 ○ ○ ○ - 6
.
4 ○

2 4 7 .6 ○ ○ - 0
,
8 -

2 .3 0

2 70 0 -

0
-

○ ○ ○

2 9 2 .5 ○ 0 ○. 〟 ○ 1 .S 3

3 15 ○ 0 8 .4 9 2 . 12 2 JB 3

3 3 7 .5 EI 0 1 .B 5 2 . 77 0

( dl) 可Jb抽件一 左 . ( 甘) 可劫抽件一 下

0 1 2 E] 4
○ 0 ○ ○ 0 0

2 2 . 5 0 ○ ○ ○ 3 .7

EZ] ○ ○.7 ー 0 4 .2 4 0

6 7 . 5 0 0 0 .丁7 1 . 1 5 0

9 0 ○ 0 ○ ○ ○

1 1 2 .5 ○ 0
-

1 . 5
-

I . I ○

1 3 5 ○ -1 ,4 - & 5 - 2 . 1 0

1 5 7 . 5 ○ ○ ○ ○ ○

1 8 0 0 0 ○ ○ ○

2 0 2 .5 ○ ○ ○ ○ 0

2 2S ○ 0 - 1 . 4 ○ ○

2 4 7 .S ○ 0 ○ ○ 0

2 7 0 ○ 0 ○ ○ 0

2 9 2 .5 ○ ○ ○ ○ ○

EEEl 0 ○ I .●1 ○ ○

3 3 7 .5 ○ ○ 1 .b 5 2 .7 7 3 .7

(#[) P 定8I件一 石 . (甘) 可軸8I件一 上

0 1 2 E] E]
○ ○ ○ ○ ○ 0

2 2 .5 0 ○ 0 ○ 0

4 5 0 0 0 ○ 0

6 7 .5 ○ ○ ○ ○ 0

○○ 0 0 ○ ○ ○

1 12 .5 ○ 0 A .8
-

1 .I ○

1 35 0 ○
-

1 . 4 - 4 .2 ¢

1 57 .5 ○ 0 0 0 0

18 0 0 E] ○ ○ ○

2 02 .5 ○ ○
-

1 .B
-

2 .8 ○

2 25 ○ A .7 ○ ○ ○

2 47 .5 0 0
-

0 .8
-

ー.1 0

27 0 0
-

0
-

0 ○ 0

2 92 .5 ○ ○ ○.〟 1 .1 5 1 .5 3

EZEl 0 ○.7 ー 5 .6 6 2 .1 2 ○

33 7 .5 ○ ○ 3 .7 5 .5 4 ○

(dl) P 定8I件一 事 . (甘) 好走■♯一 下

0 ー 2 3 E]
0 ○ I E) ○ ○

2 2 .5 0 ○ 0 S .5 4 ○

EZ] 0 ○.7 ー 2 .8 3 2 .1 2 ○

6 7 .5 0 ○ ○ 1 .1 5 ○

9 0 ○ ○ 0 ○ ○

1 12 .5 0 0 ○
-

ー.I
-

3 . 1

13 5 0 ○
-

4 .2
-

2 . 1
-

2 . 8

ー5 7 .5 ○ 0 0
-

2 .8 0

川○ ○ 0 0 ○ ○

2 02 .5 0 - 0 . 9 - 3 .7 0 ○

2 2 5 ○ ○
-

1 .4 ○
-

2 . 8

2 47 .5 ○ 0 -

○.8 ○ ○

27 0 ○ ○ ○ ○ ○

2 92 .5 ○ 0 0 0 0

EZEl ○ 0 1 .4ー 0 0

33 7 .5 0 ○ ○ 0 0

(肋)可動8 I件 一 右
. (甘) P 克也件一上

0 □ 2 E] 4
0 ○ ○ ○ ○ 0

2 2 .5 0 ○ 0 0 ○

EZ] 0 ○ ○ ○ ○

6 7 .5 ○ ○ ○ ○ ○

9 0 ○ ○ ○ ○ ○

1 1 2 .5 ○ ○ El ○ 0

1 35 ○ ○ ○ ○ ○

1 5 丁.5 0 0 ○ ○ 0

1 8 ○ 0 ○ ○ ○ El
2 0 2 .5 0 ○ ○

-

2 J) ○

2 2S ¢ ¢ ○ ○ ○

2 4 7 5 ○ ○ 0
-

3 . 4
-

1 . 5

2 7 0 ○
-

○ E 3 -

○ 0

2 9 2 .5 ○ ○ ○.〟 3 .4 4 ○

3 15 0 ○ I .0丁 6 .3 6 0

3 3 7 .5 ○ 0 .9 2 1 JB 5 ○ ○

(N[) 田長袖伸一毛 . (甘) 可■* 件一 下

○ I 2 E] E]
○ ○ ○ ○ ○ ○

2 2 .5 ○ ○ 3 .7 5 .5 4 ○

4S ○ ○ 2 JB 3 4 .2 4 ○

6 7 .5 ¢- ○ ○ 2 .3 ○

9 0 0 0 0 ○ ○

1 1 2 .S 0 ○ 0
-

I .ー ○

1 35 0 ○ -1 .4 - & S - 2 .I)

1 5 7 .5 ○ ○ 0 ○ ¢

1 BO 0 ○
-

4 ○ ○

2 02 .5 El ○
-

1 .a
-

5 . 5
-

3 .7

2 25 ○ ○
-

1 .4
-

2 . 1 ○

2 47 .5 0 ○ ○ ○ ○

2 70 0 ○ ○ ○ ¢

2 92 .S ○ ○ ○ ¢ EI
3 15 ○ 〟 ○ ○ EI
3 37 .5 ○ ○ ○ ○ E)

(N[) 弔文* 件一 左 . (甘) 匝定* 件- 上

○ E] 2 E] E ]
○ ○ ○ 2 3 0

2 2 .5 ○ ○ 1 .8 5 ○ 7 .3 9

4 5 ○ ○ ○ ○ ○

67 .5 ○ ○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ 0 ○ El
1 1 2 .S ○ ○ ○ ○ ○

1 35 0 ○ 0 ○ ○

1 5 7 .5 0 ○ 0 ○ ○

川○ 0 ○ ○ ○ 0

2 0 2 5 0 ○ 0 - 2 . a ○

2 25 ○
-

1 . 4
-

5 .7
-

8 . 4 ○

2 47 .5 ○ ○ ○
-

I . 1 ○

2 70 ○
-

○ ○
-

○ 0

2 9 2 .5 0 ○ 1 .5 3 1 .1 5 ○

EEZ] 0 ○ 1 .4 1 0 S . 6 6

3 3 7 .5 ○ ○ 0 2 .7 7 ○



前景: y a w 回転 ､ 常長: pi b h 回転 ( 8 h の1暮)

(巾)可 Jb 物体一 右 . (甘) 可動物件一上

○ I 2 E] E]
○ 0 ○ 0 ○ E]
2 2 .5 ○ 0 ○ 0 ○

45 ○ 0 ○ 0 ○

6 7 .5 ○ 0 ○ ○ ○

9 0 ○ ○ ○ ○ ○

1 1 2 .5 0 ○ 0 ○ ○

13 5 ○ ○ ○ 2 .1 2 ○

1 S7 .5 ○ ○ 1 .5 3 I .ーS ○

川○ ○ 0 0 0 E]
2 02 .5 ○ ○ 0 0 ○

22 5 ○ ○ ○ ○ ○

2 47 .5 ○
-

0 .9
-

1 .○
-

S .5 ○

2 7 ○ ○ ○
-

2 - 6 ○

29 2 .5 ¢ 一 也9 - 3
. 7 ○

-

a .7

EZEl 0 -

1 .4
-

5 . 7
-

4 1 ○

3 3 7 .5 0 ○ - α8 - 1 . 1 ○

(巾) 可功■件一石 . (甘)JB元始件一下

○ 1 E] 3 E]
0 ○ ○ ○ ○ ○

2 2 .5 ○ ○ ○.77 0 ○

4 5 ○ ○ 2 .83 1 2 .7 0

6 7 . 5 ○ ○ 3 ,7 2 .7 7 ○

9 0 0 ○ E] E] ○

1 1 2 .5 0 ○ 1 .85 2 .7 7 7 . 3 9

1 35 ○ ○ ○ 2 .1 2 0

1 5 7 .5 ○ ○ E] ○ ○

1J)0 ○ ○ ○ ○ 0

2 0 2 .5 ○ ○
-

α8 0 ○

2 25 ○ - a . 7 ○ ○ 0

2 47 .5 0 ○ 0 ○ 0

2 7 0 ○ ○ 0 0 ○

2 92 .5 0 ○ ○ 0 0

EZZ] ○ ○ ○ ○ ○

3 37 .5 ○ 0 0 ○ 0

(d[)Eil真■件一左 . (甘)可動* 体一 上

0 1 E] E ] E ]
0 ○ ○ ○ 0 0

2 2 . S 0 ○ 0 ○ 1 .53

4 5 ○ ○ 2 .B 3 0 ○

6 7 .5 ○ 0 ○ 2 .7 7 0

9 0 ○ ○ 0 ○ ○

1 12 .5 ○ ○ 0 ○ ○

13 5 0 ○ ○ ○ 0

1 57 .a ○ 0 ○ ○ 0

18 0 ○ El 0 ○ 0

2 02 .5 0 ○
-

0 . 8
-

ー.t ○

2 25 ○
-

0 .7
-

4 . 2 ○ 0

2 47 .5 ○ El ○ -

2 . 8 ○

27 0 ○ E] -

2 ○
-

4

2 92 .S El E] ○ -

5 , 5
-

3 .7

EZZ3 ○
-

0 .7 I - 1 . 4 - A . 2 0

3 37 .5 ○ 0 ○ E] ○

(他)甲走8I体一 左. (甘)Ei) 定 h 件一 下

○ El 2 E ] E ]
○ ○ 0 ○ ○ 0

2 2 .S ○ ○ ○ ○ ○

4 5 0 ○ ○ 4 .2 4 S . 66

6 7 . 5 ○ ○ 1
.
8 5 8

.
3 1 0

9 0 ○ 2 ○ ○ 0

1 12 .5 0 ○ ○ 2 .7 7 O

13 5 ○ ○.7 1 4 1 4 B . 4 9 0

1 57 .5 ○ ¢ 0 .丁丁 1 .1 5 0

18 0 0 0 ○ ○ 0

2 02 .5 ○ ○ ○ 0 ○

2 25 ○ E] 0 ○ 0

2 47 .5 0 ○ ○ ○ 0

27 0 ○ 0 ○ ○ 0

2 92 .5 0 ○ ○ 0 - 3 .7

EEZ] ○ ○ 0 ○ 0

3 37 .5 ○ ○
-

ー.5
-

1 . I 0

(肋)可 弛抽伸一毛 . (甘) 可動4b 件- 下

○ E] 2 E] E]
○ 0 ○ ○ ○ ○

2 2 .5 0 0 ○ ○ 0

EZ] ○ ○ 5 .6 6 1 0 . 8 0

6 7 . S ○ 0 .9 2 5 5 4 ○ ○

9 0 ○ I ○ E] E)
1 1 2 .5 ○ ○ ○ 8

.
3 1 7 .3 9

1 3 5 ○ ○ ○ ○ 0

1 5 7 .5 ○ 0 ○ 0 ○

ー8○ ○ 0 ○ 0 ○

2○盆
.
5 ○ ¢ 0 0 - I .5

2 2 S ○ ○ ○
-

2 . 1 ○

2 4 7 . 5 0 ○
-

1 . B ○ ○

2 7 0 0 ○ - 2 E] 0

2 9 2 5 ○ 0 ○ ○ 0

EZZ] 0 0 ○ ○ 0

3 3 7 . 5 ○ ○ ○ ○ ○

(dl) 可我* 件一 去 . (甘) 同定肋体一上

○ I 2 E] E]
○ 0 0 0 ○ 0

2 2 . 5 ○ ○ ○ ○ ○

4 5 0 0 1 . 41 ○ ○

6 7 .5 ○ ○ ○ 0 ○

○○ ○ 0 ○ 0 ○

1 1 2 .5 0 0 ○ 0 ○

1 35 ○ ○ 0 0 0

1 S7 .S ○ ○ ○ ○ ○

1 00 ○ 0 ○ 0 ○

2 02 ,5 ○ ○
-

1 .S
-

1 .1 0

2 2S 0 ○ - 5 .7 - 4 .2 0

2 47 .5 El - 1 . 8 - 1
.
a - 5

.
5 - ー5

2 7 0 ○ El ○ E] ○

2 92 .5 ¢ 0 ○
-

5 .5
-

7 . 4

3 15 O 0 ○ 0 0

3 37 .5 ○ ○ ○ 0 0

(他)EB 克也件一左 . (甘)可 Jb * 件
-

下

○ ー 2 E] E ]
0 E) ○ ○ ○ 0

2 2 .5 0 0 ○.〟 0 ○

EZ] ○ 0 2 .8 3 2 .1 2 ○

6 7 .S 0 ○ 1 .B 5 2 .7 7 El
9 0 E] 0 2 E] E)
11 2 .S ○ 0 0 2 .7 7 E)
13 5 ○ ○ 14 .1 0 0

1 57 .5 ¢ 0 ○ 1
.
1 5 ¢

ー8 ○ ¢ 0 ○ 0 0

2 ○2 .S ○ ○ ○ 0 0

2 2 5 ○ ○ ○ 0 0

2 47 .5 ○ ○ 0 0 0

2 70 0 ○ 0 0 0

2 92 .5 ○ ○ ○
-

2 . 8 0

EZEl 0 ○ -1 .4 ○ ○

3 37 .5 ○
-

0 . 4
-

α8 ○
-

1 .5

(巾)可 Jb * 件一 去 . (tr) 可Jb* 件 一

上

○ ■ 2 E] E]
○ 0 0 0 ○ 0

2 2 . 5 ○ ○ 0 .77 0 0

4 5 ¢ ○ ○ ○ ○

6 7 .5 0 E] 0 0 ○

○○ ○ 0 ○ 0 0

1 12 .5 ○ 0 ○ 0 0

13 5 ○ 0 0 0 0

15 7 .5 0 ○ ○ ○ ○

18 0 0 ○ El ○ 0

2 02
.
5 0 - 0

. 4 ¢ ¢ 0

2 2 5 0
-

2 .8
-

& S
-

2 . 1 ○

2 47 . S ○ ○
-

5 .5 - 5 . 5 ○

2 7 0 ○ ○ - 2 ○ - 4

29 2 . 5 ○ ○ ○
-

S . 5 ○

3 1 S ○
-

0 .7 ○ ○ 0

33 7 . S 0 - 0 . 4 ○ - 1 . 1 0

(W r) 可加ゎ件一志 .( 甘)Ji)定* 件一 下

○ I 2 E] E]
○ ○ ○ ○ 0 0

2 2 . 5 ○ ○ ○ ○ ○

4 5 ○ ○ 0 0 5 .6 6

6 7 . 5 ¢ ○ 1 .8 5 2 .7 7 ○

9 0 0 I El ¢ ○

1 1 2 . 5 0 ○ 3
.7 5 . S 4 E)

1 3 5 0 ○.7 ー 4 r2 4 6 . 3 6 ○

1 5 7 . 5 0 ○.3 8 ○ ○ ○

1一I○ 0 0 ○ 0 ○

2 0 2 .5 0 ○ ○ ○ 0

2 25 0 ○ 0 0 0

2 4 7 .5 ○ 0 ○ ○ 0

2 7 0 ○ ○ ○ ○ 0

2 9 2 .5 0 ○ ○ ○
-

3 .7

3 15 ○ ○ ○ 0 0

3 3 7 .5 ○ 0 - 0
.
8 ¢ 0

(q[) 同定特休
一

石
. (甘)Zd 支* 件- 上

○ EI 2 E] 4
○ 0 0 0 ○ ○

22 .5 ○ ○ ○ 0 ○

EEl 0 ○ ○ ○ ○

67 .5 0 ○ ○ ○ 0

9 0 0 0 0 ○ ○

1 12 .5 0 ○ ○ 0 0

1 35 0 ○ ○ 0 0

1 57 .5 ○ ○.3 8 0 I _ー5 0

ー00 ○ ○ 0 0 El
2 02 .5 ○ ○ 0 0 0

2 25 ○ ○ ○ - 6 . 4 0

2 47 .5 ○ ○
-

1 . 8
-

S . 5 ○

27 0 ○ El - 2 ○ ○

2 92 .5 ○ ○ - 1 . 8 ○ -3 .7

3 15 ○ ○ - a
.
5 - 2 . 1 - 2

.
a

3 37 .5 0 0
一

色B
-

I . 1 ○

(肋) 可地租件一 主 . ( 甘) 可動物件一 下

○ El 2 E] E]
○ ○ 0 ○ ○ ○

2 2 .5 0 0 ○ ○ 1 .5 3

4 5 ○ ○.丁ー ○ 4 .2 4 E)
6 7 .5 ○ ○ 1 .8 5 2 . 7 7 0

9 0 0 2 4 ○ ○

1 1 2 .5 0 0 3 . 7 2 . 7 7 ○

1 3 5 0 1 .4 1 8 . 4 9 2 . 1 2 ○

1 $ 7 . S ○ ○ ○ ○ ○

ー8 0 ○ El ○ ○ ○

2 0 2 .5 E] ○ ○ ○ ○

2 2 5 ○ ○
-

1 . 4 ○ 0

2 4 7J5 ○ ○ ○ ○ ○

2 7 0 ○ ○ ○ ○ 0

2 9 2 .5 ○ ○ ○ ○ ○

EEEl 0 ○
-

1 ^ ○ ○

3 3 7 .5 ○ ○-
- 0 . B -ー

.
I - 1 . 5

(dl) a)尤始件一 右 . (甘) 可動h 件･ ,t

○ I 2 E] E]
○ ○ ○ ○ ○ ○

2 2 .5 ○ ○ 0 ○ 0

4 S ○ E] ○ 0 0

6 7 .6 ○ ○ ○ ○ 0

争○ ○ ○ ○ ○ ○

11 2 .S ○ 0 1 .J)5 2 .7 7 0

13 S ○ ○ 1 .41 4 .2 4 ○

1 57 .5 ○ ○ ○ ○ E)
ー○○ ○ ○ ○ ○ ○

2 02 5 ○ ○ - 0 .A - I .ー ○

2 2 5 ○
-

0 . 7 0 ○ ○

2 47 .S ¢ ○
-

1 .a
-

2 . B ○

2 7 0 ○ E ] -

2 0 ○

2 92 .5 ○ ○
-

1 .a
-

2 . 8
-

3 . 7

EEEl 0
-

0 . 7
-

5 .7
-

2 . 1 0

3 3 7 .S 0 ○ -

1 .S
-

2 . 3 0

(巾) 田支払件一 石 . (甘) d 尭肋件一下

○ 1 2 E] E]
0 ○ 0 ○ ○ ○

2 2 .S ○ 0 ○ 2 .3 E)
4 5 ○ ○.丁ー 2 ,8 3 2 .1 2 ○

6 7 .S ○ ○ ○ 2 .7 7 ○

9 0 0 0 ○ ○ ○

1 1 2 .5 ○ ○ 0 2 .7 7 7 .3 9

1 3 5 ○ 0 4 1 4 2 .1 2 2 . B 3

1 57 .5 ○ ○ 0 1 .1 5 ○

ー帥 0 ○ 0 ○ 0

2 02 .5 ○
-

0 . 4
-

1 .5 ○ ○

2 2 5 ○ E] -1 .4 ○ - 2 . B

2 47 .5 ○ ○ -1 .8 ○ ○

2 7 0 ○ ○ ○ ○ ○

2 92 .5 ○ 0 0 ○ ○

EZZ] ○ ○ -

1 .4 0 0

3 37 .5 ○ E) 0 ○ 0

( P[) 可 h 他称
一

毛 . (甘) 匝定h 件一 上

0 ー 2 E] E]
○ ○ ○ ○ E) ○
2 2 .S ○ ○ ○ 0 ○

4 S ○ ○ ○ 0 0

6 7 . 5 E] E] ○ 0 ○

9 0 ○ ○ ○ 0 0

1 1 2 . 5 ○ ○ 0 ○ ○

1 3 S ○ ○ 0 ○ 0

1 5 7 . 5 ○ ○ ○ ○ 0

1 8 0 ○ ○ ○ ○ 0

2 ○2 .5 ○ ○ ○
-

1 . 1 ○

2 2 S ○ ○ ○ E] ○
2 4 7 .5 ○ ○ ○ - 一.3 - & 7

2 7 0 0 -

2
- 4 - 6 Ef

2 9 2 . 5 ○ ○
-

1 . 8
-

& 3 ○

EZZ] ○ ○
-

7 . 1
-

6 .4 ○

3 3 7 . 5 E) - 0 .4 - ○.8 ○ ○

( 巾) P 定♯件一 右 .( 甘) 可地* 件一 下

¢ I 2 E] E]
0 ○ ○ ○ E] El
2 2 .5 0 ○ 1 .S 3 2 .3 ○

EZ] ○ ○ 2 .8 3 4 . 24 ○

6 7 .S ○ ○ ○ 5 5 4 ○

9 0 ○ ○ ○ E] 0

1 1 2 . S 0 ○ ○ 2 .7 7 ○

1 3 S ○ ○ ー,刺 8 .49 2 ,B 3

1 5 7 . 5 ○ 0 ○ ○ ○

1 B O ○ ○ ○ ○ ○

2 0 2 .5 ¢ 0 - 0 . 8 - 2 .3 - 1 . 5

2 25 0 El -

1 . 4
-

2 .1 0

2 4 7 . 5 ○ ○ ○ ○ 0

2 7 ○ ○ ○ 0 ○ 0

2 9 2 .5 0 ○ ○ ○ ○

EEE] 0 ○ 0 ○ 0

3 3 7 .S ○ 0 0 ○ 0

(仙) P 支8 I件一左 .( 甘)Ed)定■件一上

○ EI 2 E] E]
○ 0 ○ ○ ○ ○

2 2 .5 ○ ○ ○. 〟 ○ 3 .0 6

4 5 ○ ○ 0 ○ ○

6 7 .-S ○ ○ ○ ○ ○

9 0 ○ ○ ○ E] ○
1 12 .5 ○ 0 0 E) 0

1 3S 0 ○ ○ ○ ○

1 S7 .5 0 0 0 0 ○

ー○○ ○ ○ ○ ¢ 0

2 02 . 5 ○ ○ ○
-

I .I ○

2 25 0 - 1 . I - S . 7 - 6 .4 ○

2 47 .S ○ ○ ○ -2 .8 0

2 7 0 ○ El ○ -3 ○

2 92 .5 0 ○ - 3
.
7 - 2 .8 0

EZZ] 0 ○ -

1 . 4 ○ -

S . 7

3 37 .5 0 0 ○
-

り ○



前点: pft ch 回垢 , 常長: y ■ w 回垢 ( o o 6 の 価)

(dr) 可動* 体一 下 . (甘) 可軸物件一左

○ 1 2 E] E]
○ ○ I 2 9 8

2 2 .5 0 ○ ○ 8 .3 1 ○

45 0 0 ○ 0 2 .8 3

6 7 .5 0 0 0 0 ○

9 0 ○ ○ 0 0 0

1 1 2 .5 ○ 0 0 ○ ○

1 35 ○ ○ ○ 0 ○

1 5 7 .5 0 ○ 0 E] ○
ー80 ○ ○ 0 ○ ○

2 02 .5 ○ ○ ○ 0 ○

2 25 ○ ○ ○ 0 ○

2 47 .5 0 ○ ○ ○ ○

27 0 0 - 0 ○ ○ ○

2 92 .5 0 0 0 . 〟 ○ ○

EZE] 0 ○ e .4 9 ○ 0

3 37 .5 0 ○ 5 .5 4 2 .7 7 3 .7

( 机) 可動肋件一下 . (甘) Ei)丘8I件-毛

○ E] 2 3 1 4
0 ○ 0 El ○ ○

2 2 ,5 0 ○ ○ 0 0

4 5 ○ 0 0 2 .1 2 0

6 7 . 5 ¢ 0 0 0 ○

9 0 ○ 0 ○ 0 ○

1 1 2 .5 0 0 ○ 0 ○

1 3 5 0 ○ 0 ○ ○

1 5 7 .5 0 0 0 0 El
1 8 0 0 0

-

8
- 3 0

2 0 2 .5 0 0 - 3 .7 - a . 3 E 口
2 2 5 0 ○

-

B .5
-

6 . 4 ○

2 4 7 .5 0 ○ 0 ○ 0

2 7 0 0 ○ 0 ○ E]
2 9 2 .5 ○ ○ 0 ○ ○

3 1 5 0 0 0 ○ 0

3 3 7 . 5 0 ○ ○ ○ ○

(仙 同定8I 件- 上 . (甘)可地租体一 左

○ I 2 E] 4

0 ○ ○ 1 0 1 2 0

2 2 . 5 0 ○ 1J)5 2 .7 7 3 . 7

4 5 ¢ 1 .4 1 2 .8 3 ¢ 0

6 7 . S ○ ○ ○ ○ ○

9 0 ○ ○ El ○ ○

1 1 2 .5 ○ ○ ○ ○ 0

1 3 5 ○ ○ ○ 0 ○

1 5 7 .5 ○ ○ ○ 0 ○

ー8○ ○
I-

1 ○ 0 ○

2 0 2 .5 ○ 0 -1 .○
-

2 . 8 ○

2 2 5 ○ ○ ○ 0 ○

24 7 .5 ○ 0 ○ -I . I 0

2 7 0 ○ ○ - 0 0 0

29 2 .5 ○ 0 0 ○ 0

3 1 5 0 0 1 . 41 ○ 0

33 7 .5 0 ○ 0 5 .S 4 0

(肋) 固定的件一上 . (甘) Pl定8I件
一石

○ E] 2 E] E]
0 0 0 0 0 ○

2 2 .5 ○ ○ 0 ○ 0

4 5 ○ ○ ○ ○ 0

6 7 .5 ○ ○ ○ ○ 0

9 0 ○ 0 0 0 0

1 12 .S 0 ○ ○
-

1 .1 0

13 5 0
-

O .7
-

4 . 2 ○
-

～.8

1 57 .5 ○ ○
-

9 . 2
-

2 .8 E E]
1 8○ ○ -

2
- 6 0 0

2 02 .5 ○ 0 ○ -5 .5 0

2 2S. ○ ○
-

1 . 4 0 0

2 47 .5 ○ ○ 0
-

1 .1 0

2 70 0 0 ○ 0 ○

2 92 .5 0 0 0 ○ 0

EEC) 0 0 ○ 0 0

3 3 7 .5 0 1 . 85
.
○ 0 0

(dl) 可動物体 一

下 . ( 甘) 可動肋件一右

○ El 2 E] E]
0 0 0 ○ ○ 0

2 2 .5 ○ 0 1 .B 5 0 0

4 5 ○ 0 ○ ○ ○

6 7 .5 0 0 ○.丁丁 0 ○

9 D ○ ○ ○ ○ 0

11 2 .5 0 ○ ○ ○ E)
1 3 5 ○ ○ ○ -

2 .1 0

1 5 7 .5 ○ 0
-

1 .8
-

5 .5 0

1 8 0 E) EZl -

4 0 ○

2 O 2 . 5 ○ - 0 . 9
-

3 .7
-

2 . a
-

3 . 7

2 2 5 ○
-

α7
-

13
-

2 . 1 0

2 4 7 . 5 0 0
-

0 .8 ○ ○

2 7 O 0 ○ ○ 0 ○

2 9 2 .5 ○ ○ 0 ○ 0

3 15 ○ ○ ○ ○ ○

3 3 7 .5 ○ ○ ○ ○ ○

( 仰 可動抽件一 上 .( 甘) 阿東物件
一 左

○ I 2 E] E]
0 0 ○ El 9 E)
22 .5 ¢ 0 5 .$ 4 ーー.I 3 . 7

45 ○ 0 .7 1 4 .2 4 6 .3 6 ¢

67 .5 ○ ○ 0 ○ ○

9 0 ○ ○ ○ 0 0

1 12 .a 0 ○ 0 0 0

1 35 0 0 0 ○ 0

1 57 .5 0 ○ 0 ○ ○

1 BO ○ 0 - 2 ○ 0

2 02 .S 0 ○ 0 ○ 0

2 25 0 0 ○ ○ 0

2 47 .5 0 0 0 0 0

2 70 0
-

0 0 0 0

2 92 .5 0 0 0 0 0

31 5 ○ ○EEZ] 2 .1 2 0

3 37 .5 0 ○ 0 2 .7 7 ○

(dl) Pl克始件一 上 .( 甘) 可Jb 籾体一 毛

○ 1 2 E] E]
○ 0 ○ 0 ○ ○

2 2 _5 ○ 0 0 0 0

EZ] 0 0 0 0 0

6 7 .5 ○ 0 0 0 O

9 0 ○ ○ 0 0 ○

1 12 .5 ○ 0 0 ○ ○

1 35 ○ - 2 .8 - 2 . 8 0 ○

1 S7 .5 ○ ○
∫

-i .s E EL -

7 . 4

1J)0 ○
-

2
-

6
-

3 ○

2 02 .5 ○ 0
-

ー.8
-

2 . 8 0

2 25 ○ ○ ○ O 0

2 47 .5 ○ ○ ○ 0 ○

2 7 0 0 ○
-

○ ○ 0

2 92 .5 0 0 0 ○ 0

3 15 0 ○ 1 .41 ○ ○

3 37 .S ○ ○ ○ ○ 0

( 帆) 可動≠件一 上 ､ ( 甘) 可動8I体一 左

○ El 2 E] E]
0 ○ 2 2 E] 2 0

22 .5 0 0 0 5 .5 4 El
45 ○ 0 7 .0 7 6 .3 6 ○

67 .5 ○ ○ ○ 0 0

9 0 0 0 0 ○ ○

1 12 .5 ■○ ○ ○ 0 0

1 35 0 0 ○ ○ ○

1 57 .S ○ ○ ○ ○ 0

ー8○ ○ ○ ○ ○ 0

2 O2 .5 ○ ○ ○ ○ 0

22 5 ○ ○
-

2 . 8 0 ○

2 47 .5 ○ 0 ○ 0 ○

27 0 ○ 0 ○ 0 ○

2 92 .5 ○ 0 ○ 1 .1 5 0

31 5 0 ○ 0 0 ○

3 37 .5 0 ○ 0 0 7 .3 9

(他) 可Jb* 件一 上 ､ (甘) a)定物件
一

毛

○ I 2 E] E]
0 ○ ○ 0 0 0

2 2 . 5 ○ El 0 0 ○

4 5 0 ○ ○ 0 0

6 7 . 5 El 0 ○ 0 0

9 0 El ○ 0 0 0

11 2 . 5 ○ ○ ○ ○ ○

1 3 5 ○
-

○.丁
-

7 . 1
- 8 .5 0

15 7 . 5 ○ 0
-

3 . 7
-

8 .3 0

I l o ○ E】 -

6
-

12 0

2 O2 . 5 ○ 0 0 ○ ○

2 2 5 ○ 0 0 0 0

2 4 7 . 5 ○
-

0 , 4 0 0 0

2 7 0 ○ ○ 0 ○ 0

2 9 2 . 5 ○ ○ 0 . 〟 ○ ○

EEZ] ○ ○ ○ 0 ○

3 3 7 .5 ○ 0 .9 2 ¢ 0 ○

( 巾) 同定籾件- 下 . (甘) 同定拍体一 左

○ ー 2 E] 4
○ 0 ○ 1 4 ら 0

2 2 . 5 ○ ○ ○ 2
.
7 7 0

4 5 ○ ○ ○ 4 1 4 ○

6 7 .5 ○ ○ ○ ○ 0

9 O 0 ○ ○ 0 0

11 2 .5 ○ ○ ○ 0 0

1 3 5 0 ○ 0 0 ○

15 7 . 5 ○ ○ ○ 0 0

ー8 0 ○ EP 0 ○ 0

2 02 .5 ○ ○ ○
- 2 .8 ○

2 2 5 0 ○ ○ 0 ○

2 47 .5 ○ ○ 0 0 ○

2 丁0 ○ ○ 0 0 0

2 92 .5 0 0 .3 8 0 0 0

3 1 5 ○ 1 .4 1 I .ヰl 0 0

33 7 .5 ○ 0 S .S 4 8 . 31 EE]

(巾)可動物件
一

上 . ( 甘) 可 Jb 抽体一 石

○ 1 2 3 E]
○ 0 0 0 ○ 0

2 2 .5 0 ○ ○ ○ ○

45 0 0 0 ○ 0

6 7 .5 0 0 0 ○ 0

9 0 ○ ○ ¢ 0 ○

1 12 .5 0 ○ ○ ○ ○

1 35 ○
-

2 .1
-

4 . 2
-

6 . 4 0

1 57 .5 0 - 0 .○ -3 . 7 - 5 . 5 0

ー8 ○ 0 E l -

2
-

令
-

4

2 02 .5 E] 0 ○
-

5 . 5 0

2 2 5 ○ 0 0 - 2 . 1 ○

2 47 .S 0 0 - 0 . 8 ○ ○

2 7 0 0 0
-

○ ○ ○

2 9 2 .5 ○ 0 ○ E] ○
3 1 5 0 E] ○ ○ ○

3 3 7 .5 E] ○ ○ 0 0

(巾) 同定拍件一下 . ( 甘) 可Jb* 件一左

0 1 2 E ] E]

○ El E] 2 E] E]
2 2 .5 0 ○ ○ 5 .5 4 ○

EZ] ○ 0 0 ○ ○

¢丁.5 ○ ○ ○ 0 0

9 0 ○ 0 0 ○ ○

1 1 2 .5 0 ○
-

O . 8 ○ ○

1 3 5 0 0 - 1 . 4 ○ 0

1 5 7 . 5 0 1 1 9 ○ ○ 0

1 8 0 0 0 ○ 0 0

2 0 2 . 5 0 ○ ○ ○ 0

2 2 5 0 0 0 0 0

2 4 7 . 5 0 0 ○ ○ 0

2 7 0 0 ○ ○ ○ 0

2 9 2 , 5 0 0 ○ ○ El
3 1 5 0 1 .4 1 1 . 4 1 2 .1 2 ○

3 3 7 . 5 0 0 .9 2 1 . e 5 13 .9 7 .3 9

(前) 同定8I件
-

下
.
(サ) 匝定* 件

一

毛

¢ I 2 E] E]
0 0 0 ○ ○ ○

2 2 .5 ○ ○ ○ 0 ○

4 5 ○ 0 ○ ○ 0

EZZ] ○ ○ ○ 0 0

9 ○ 0 ○ ○ ○ 0

1 1 2 . 5 0 0 ○ ○ 0

1 3 5 ○ 0
-

1 . 4 ○ E]
1 5 7 . 5 ○ 0

-

3 . 7
-

5 . S ○

1 8 0 0 Ed - 1 0 ○ ¢

2 0 2 . 5 ○ -I .8
-

3 . 7
-

5 . 5 E]
2 2 5 ○ -2 .8 - 2 . 8 0 ○

2 4 7 . 5 0 - 0 .B ○ 0 EI
2 7 O ○ ○ 0 ○ ○

2 9 2 .5 ○ ○ 0 0 ○

3 1 5 0 0 ○ 0 ○

3 3 7 .5 0 ○ ○ ○ 0

(柄) 可動g I件一下 ､ (甘) 声定* 件一 左

○ I 2 E ] 4

0 El ○ E) E] E)
2 2 .S 0 ○ 0 ○ 3 .7

4 5 ○ ○.7 ー 0 ○ I)
6 7 .5 ○ 0 0 0 1 .5 9

9 0 0 ○ 0 0 0

11 2 . 5 ○ 0
一

也8 ¢ 0

1 3 5 0 A . 7 0
-

2 .1 ○

1 5 丁.5 0 ○ ○ 0 ○

1 8 ○ 0 0 ○ ○ ○

2 02 .S ○ ○ 0 0 ○

2 2 5 ○ ○ ○ ○ ○

2 4 7 .5 ○ ○ ○ 0 ○

2 7 0 ○ 0 0 0 ○

2 9 2 . 5 0 0 ○ ○ ○

3 1 5 ○ ○ 4 .2 4 4 .2 4 ○

3 3 7 . 5 ○ ○ EE) 1 9 .4 E]

(巾)Zi)支軌件- 下 . ( * ) 可恥h 件- 毛

○ I ･ 2 E] E]
0 ○ I ○ 0 ○

2 2 .5 ○ ○ 1 .8 S ○ ○

45 ○ ○ ○ 2 .1 2 0

6 7 .5 ○ 0 ○
.
刀 0 0

9 0 ○ ○ E) ○ 0

1 1 2 .5 ○ ○ E] ○ ○

1 35 ○ ○ -1 .4 ○ 0

1 5 7 .5 ○ ○ -ー.8 - S . S 0

1 8 0 0 E I E】 - 3 - 4

2 0 2 .S ○ ○
-

1 .J)
- S

.
5 ○

2 25 0
-

2 .8
-

1 .4
-

2 _ 1 ○

2 47 .5 0
-

○.4 ○ ○ El
2 70 0 ○ ○ ○ 0

2 92 .5 0 ○ El ○ ○

3 15 ○ ○ ○ ○ ○

3 3 7 .S ○ ○ ○ ○ 0

(Nl) P 定* 件- 上 ､ (甘) 同定牡件一左

○ I 2 E] E]
0 0 1 ー0 令 J

2 2 .5 ○ 0 ,9 2 7 .3 9 ○ 3 .7

45 ○ ○.丁1 1 .4 1 2 .1 2 E]
6 7 .5 ○ ○ ○ ○ ○

9 0 0 ○ ○ 0 El
1 1 2 .5 ○ ○ ○ 0 0

1 35 0 0 0 ○ 0

1 5 7 .5 0 ○ ○ ○ 0

1 8 ○ 0 0 0 0 0

2 Q 2 .S 0 ○ 0 0 ○

2 2S 0 ○ ○ ○ ○

2 4 7 .5 ○ ○ -1 .5 ○ ○

2 7 0 ○ ○ ○ ○ ○

2 9 2 .5 0 ○ 1 .5 3 0 0

EZEl ○ 0 ○ 0 0

3 3 7 .S 0 0 ○ S .5 4 0



前点: p托oh 国振 ､ 背点 : p w 回垢 ( 6ln の 価)

(帆) 可Jb 抽拝一 下 . (tr) 可地租体一 左

○ ■ 2 E] E]
○ ○ ○ 0 0 ○

2 2 .5 0 E] 0 3 .4 4 ○

45 ○ 0 ○ ○ 2 .8 3

6 7 .5 ○ 0 ○ 0 ○

･
l ○ Ef 0 ○ ○

1 1 2 .5 0 ○ ○ E] 0
1 3 S 0 ○ ○ E] 0
1 5 7

一
5 ○ ○ ○ 0 ○

川 0 ○ ○ 0 ○ ○

2 0 2 .5 O 0 ○ ¢ ○

2 2S 0 ○ 0 ○ 0

2 4 7 .5 ○ ¢ ○ ○ ○

2 70 ○ E ] 0 ○ ○

2 92 .5 ○ ○
-

1 .a ○ 0

3 15 ○ ○
-

& S ○ ○

3 37 .5 ○ ○ -

2 .3
-

1 . I
-

ー.5

(P[) 可劫肋件一下 ､ ( 甘)fi)定* 件- 右

0 1 2 E] E]
○ ○ ○ 0 ○ 0

2 2 .5
●

0 ○ 0 ○ 0

4 5 0 0 0 2 .1 2 0

6 7 . 5 ○ ○ ○ ○ ○

9 0 ○ ○ 0 ○ 0

1 1 2 . 5 0 ○ 0 ○ ○

1 3 5 0 ○ 0 0 ○

1 $ 7 . 5 ○ 0 ○ 0 0

1 8 0 ○ ○ ○ El ○
2 0 2 .S ○ 0 -1 .S - 3 . 4 - 4 . 6

2 2 5 0 ○
-

& S
-

6 . 4 0

2 4 7 .5 ○ ○ ○ 0 0

2 7 0 ○ ○ ○ ○ 0

2 9 2 .5 ○ 0 ○ 0 ○

EEE3 0 ○ 0 0 0

3 37 .5 0 0 0 ○ 0

(h[) P 定 h 件
一

上 ､ (甘) 可動8I体一 左

○ I 2 E] E]
○ 0 ○ 0 0 ○

2 2 ,5 0 ○ ○.丁丁 1 .1 S 1 . 5 3

EZ] ○ 1 .41 2 .8 3 ○ ○

67 .5 0 ○ ○ ○ ○

9 0 ○ 0 2 ○ ○

1 12 .5 ○ ○ ○ 0 0

13 5 0 ○ ○ ○ 0

1 57 .5 0 ○ ○ ○ 0

18 0 ○ ○ 0 ○ 0

2 ○2 .5 0 0
-

0 . 8
-

1 . I ○

2 25 0 ○ ○ ○ ○

2 47 .5 ○ ○ 0
-

2 . 8 ○

27 0 ○ 0 - 2 ○ 0

2 92 .5 ○ ○ ○ 0 0

3 1 5 ○ ○ - 1 . 4 ○ 0

3 3 7 . 5 ○ ○ 0
-

2 . 3 0

( 帆) 同定特休一上 . (甘) 同定物件- 毛

○ E] 2 3 E]
○ 0 ○ ○ 0 0

2 2 . 5 ○ ○ ○ ○ ○

4 5 ○ ○ ○ ○ ○

6 7 .5 ○ ○ ○ ○ ○

9 0 ○ ○ ○ ○ ○

11 2 .5 ○ ○ ○ 2 .7 7 ○

1 3 5 ○ ○.7 1 4 . 2 4 ○ 2 .8 3

15 7 . S 0 0 3 . 8 3 1 .1 5 4 .5 9

ー8 ○ ○ 0 ○ ○ ○

2 O2 .5 ○ ○ ○
-

2 .3 0

2 2 5 ○ ○
-

1 . 4 ○ 0

2 4 7 . 5 0 ○ ○ -2 .8 0

2 7 0 0 0 ○ 0 ○

2 9 2 . 5 ○ 0 ○ ○ 0

EZZ] ○ 0 ○ ○ ○

3 3 7 .5 0
-

0 . 8 0 0 0

(仙)可地物件一 下. (甘) 可動肋件 一

台

○ I 2 E] E ]

○ 0 ○ E] 0 ○

2 2 .5 ○ ○ ○.丁7 ○ 0

EZ] E] ○ ○ ○ 0

6 7 .5 ○ ○ 1 .8S 0 0

○¢ ○ ○ ○ ○ 0

1 1 2 .5 ○ ○ E) ○ 0

1 3 S ○ 0 ○ 2 .1 2 0

1 S 7 . 5 ○ 0 0 .7 7 2 . 3 0

1 8 0 ○ ○ ○ ○ 0

2 ○2 .5 ○ A .4
-

1 .S
-

I . I
-

1 . S

2 25 ○E 3) -1 3 - 2 . 1 ○

2 4 7 .5 0 ○
-

ー.○ ○ ○

2 7 0 ○ ○ ○ ○ 0

2 92 .S ○ 0 ○ 0 0

EEZ3 ○ ○ ○ ○ 0

33 7 .5 ○ ○ ○ ○ ○

(れ) 可地租件一上 ､ (甘) Pl定4b 拝- 左

○ ■ 2 E] E ]

○ ○ ○ ○ ○ 0

2 2 .5 ○ ○ 2 .3 4 .5 9 1 . 53

4 5 0 0 .丁1 4 . 2 4 6 .3 6 0

6 7 . S 0 ○ ○ ○ ○

9 0 ○ 0 ○ ○ 0

1 1 2 . S ○ ○ 0 ○ 0

1 3 5 0 ○ ○ 0 ○

1 5 7 .5 ○ El ○ ○ ○

1 & O ○ El 0 0 ○

2 0 2 . S El ET ○ ○ 0

2 2 5 0 0 0 0 ○

2 4 7 . 5 ○ 0 ○ ○ ○

2 7 0 ○ El ○ ○ 0

2 9 2 . 5 ○ ○ ○ El ○
3 1 S 0 ○ -1 .4 - 2 . 1 0

3 3 7 . 5 ○ ○ 0
-

1 . 1 0

(MI) P 丘抽件一上 ､ (甘) 可動h 体一 右

○ ー 2 E] E]
○ ○ 0 ○ ○ 0

2 2 .5 ○ ○ ○ ○ 0

45 0 ○ 0 0 ○

67 .5 ○ ○ ○ 0 0

9 0 0 0 ○ 0 0

1 12 .S ○ E] ○ ○ ○

1 3S 0 2 . 8 3 2 .8 3 0 ○

1 57 .S ○ ○ 2 .3 4 . 59 3 .0 6

1 8○ 0 0 0 ○ ○

2 02 .S 0 ○
一

札8 - 1 .I ○

2 25 ○ ○ ○ ○ 0

2 47 .5 ○ 0 ○ 0 ○

2 70 ○ 0 -

2 0 ○

2 92 .5 ○ ○ El 0 0

3 1 5 0 ○
-

1 . 4 0 0

3 37 .5 0 0 0 ○ 0

(巾) 可J b特休
一

上 . (甘) 可Jb * 件一 左

○ I 2 3 4

0 ○ 0 0 ○ 0

22 .5 ○ ○ ○ 2 .3 ○

4 S ○ ○ 7 .○丁 6 .3 6 ○

67 .5 0 ○ ○ 0 ○

○○ ○ I ○ ○ 0

1 12 .5 ○ ○ 0 ○ 0

13 5 0 ○ 0 ○ ○

1 57 .S 0 0 0 ○ ○

川○ ○ ○ ○ ○ ○

2 02 .8 ○ ○ ○ ○ ○

2 2 5 ○ ○ - 2 . 8 ○ 0

2 47 . 5 ○ ○ ○ ○ ○

2 7 0 0 ○ ○ ○ ○

2 9 2 .5 ○ 0 El -2 .8 ○

3 1 5 ○ ○ ○ ○ 0

3 3 7 . S ○ 0 ○ ○
-

3 . 1

( 恥 可軸ね件一上 .( 甘) 声定牡件
一

石

○ I 2 E] E]
0 ○ ○ 0 ○ ○

2 2 .5 ○ ○ ○ ○ 0

45 ○ ○ 0 ○ ○

6 7 .S 0 ○ ○ ○ 0

9 0 0 ○ ○ 0 ○

1 1 2 .5 ○ ○ 0 ○ 0

1 35 ○ 0 .丁ー 丁.○丁 8 .4 9 0

1 5 7 .5 0 ○ 1 .S 3 3 ^ 4 E]
18 ¢ ○ ○ 0 ○ 0

2 0 2 .5 ○ ○ ○ 0 ○

2 25 0 0 0 0 0

2 47 .5 ○ - ○.○ ○ ○ 0

2 70 ○ ○ 0 ○ ○

2 92 .S 0 0 -

1 . 8 ○ 0

EEZ] 0 ○ 0 0 0

3 37 .S 0 1 1 4 0 0 0

(dl) P l定* 件一 下 . (骨) Pl元始件一去

○ El 2 E] E]
0 0 0 0 ○ E)
2 2 .S 0 ○ ○ 1 .1 S ○

■ 0 0 0 4 .2 4 0

6 7 . 5 E) 0 0 ○ ○

9 0 ○ 0 ○ ○ ○

1 12 .5 ○ ○ ○ ○ 0

13 5 ○ 0 ○ 0 0

ー5 7 .5 ○ ○ 0 0 0

ー8 0 ○ ○ E) 0 0

2 02 .5 ○ ○ ○ -

ー.I ○

2 2 5 ○ ○ 0 ○ ○

2 47 .5 0 0 ○ ○ ○

2 7 0 ○ 0 ○ ○ 0

29 2 .5 0
-

0 . 9 ○ 0 ○

EZZ3 ○
-

1 . 4
-

1 . 4 0 ○

33 7 .5 ○ 0 - 2
.
3 - 3

.4
-

1 . 5

(肋)可動物件一 上 . (甘)可 Jb肋件一石

○ ー 2 3 E]
○ 0 ○ ○ ○ ○

2 2 .5 ○ ○ ○ ○ 0

4 5 ○ 0 ○ ○ ○

6 7 .S ○ ○ 0 ○ 0

9 0 E] ○ 0 ○ 0

11 2 . 5 ¢ ○ ○ ○ ○

1 3 5 ○ 2 .12 4 _2 4 6 .3 6 ○

1 5 7 . S 0 0 .3 8 1 .5 3 2 .3 0

1 00 ○ ○ 0 ○ 0

2 0 2 . 5 ○ 0 ○ - 2 . 3 0

2 2 5 0 ○ ○
-

2 . 1 ○

2 4 7 .5 0 0
-

1 . 8 ○ 0

2 7 0 ○ ○ - 2 ○ 0

2 9 2 .5 ○ ○ 0 ○ 0

EZZ] ○ ○ ○ ○ 0

3 3 7 .5 ○ ○ ○ ○ ○

( 肘) 声真* ♯
-

I
. (甘) 可恥8 I件

一

去

○ I 2 E] E]
○ E] 0 ○ ○ 0

2 2 .5 ○ El ○ 2 .3 α

EZ] ○ 0 ○ 0 ○

6 7 .5 0 0 ○ ○ 0

9 0 ○ ○ ○ E] ○
1 12 .5 ○ ○ 1 .B 5 ○ ○

13 5 ○ ○ I .刺 0 0

1 57 .5 ○ 0
.
3 8 0 ○ ○

1 8 0 0 E] ○ 0 0

2 02 .S ○ ○ ○ ○ ○

2 2 5 ○ ○ ○ 0 ○

2 47 .5 ○ ○ 0 0 ○

2 7 0 ○ ○ ○ ○ ○

2 9 2 .5 0 ¢ ○ ○ 0

EEZ] 0 -

1 . 4
･ -

1 . 4
･ -

2 . 1 0

3 3 7 .5 ○
-

0 . 4
-

8 8
-

S .7
-

3 . 1

(巾) a)定肋体一 下 .( 甘) a )尭肋件一石

○ El 2 E] 4

0 ○ ○ ○ 0 ○

2 2 .5 0 0 ○ E] ○

EZ3 E] ○ 0 ○ ○

6 7 .5 ○ ○ ○ El ○
9 0 ○ □ ○ 0 0

1 1 2 . S 0 ○ 0 ○ 0

1 3 5 ○ ○ 1 .4 1 0 0

1 5 7 . 5 0 ○ 1 _$ 3 2 .3 0

1 8 0 ○ ○ ○ ○ ○

2 O 2 .5 ○
-

0 .a
-

1 ,5
-

2 . 3 ○

2 2 5 ○
-

2 .8
-

2 .e ○ ○

2 4 7 .5 0
-

1 .8 ○ ○ ○

2 7 0 ○ ○ 0 ○ ○

2 9 2 .5 0 ○ 0 0 ○

3 1 5 0 ○ 0 0 0

3 3 7 . S 0 0 ○ 0 0

(dl) 可地* 体一 下 .( 甘) 碑文肋件一左

0 ■ 2 E] E]
0 0 0 0 ○ ○

22 .5 ¢ 0 ○ ○ 1 .5 3

EZ] ○ ○.丁ー 0 ○ ○

6 7 .5 0 ○ ○ ○ 3 .7

○○ 0 0 ○ ○ 0

11 2 .5 ○ 0 1 .8 5 0 ○

1 3 5 0 ○.7 1 0 2 .1 2 0

1 57 .S ○ ○ ○ ¢ ○

1 8 0 ○ ○ ○ ○ 0

2 02 .5 ○ ○ ○ 0 ○

2 2 5 ○ 0 ○ ○ ○

2 47 .S ○ ○ 0 ○ ○

2 7 0 ○ ○ ○ ○ ○

2 9 2 .5 0 ○ ○ ○ ○

EEZ] ○ ○
-

4 . 2
-

4 . 2 ○

3 3 7 5 ○ E] - 1 . 5 - B ○

(m[) 声真* ♯一 下 .( 甘) 可Jb 租件一毛

○ El 2 3 E]
○ El ○ ○ E] ○

2 2 .S 0 ○ 0
.7 7 ○ ○

45 ○ ○ ○ 2 .1 2 0

6 7 .S ○ 0 1 .8 5 ○ 0

9 0 ○ ○ El ○ ○

1 1 2 .S 0 ○ ○ ○ ○

1 35 ○ ○ 1 .一ー 0 ○

1 5 7 .5 0 ○ ○.一丁 2 .3 ○.
1 8 0 ○ ○ ○ ○ ○

2 O 2 .5 ○ ○ - 0 . 8 - 2 .3 ○

2 25 ○ - 2 . 8 - 1 . 4 - 2 .1 ○

2 4 7 .5 ○
-

○.令 ○ ○ ○

2 70 El ○ ○ ○ ○

2 92 .5 ○ ○ ○ ○ ○

EZZ] ○ 0 ○ 0 ○

3 3 7 .5 El ○ ○ ○ 0

(巾) P 乗物件
一

上 . (甘) P 尭肋件
一去

¢ ■ E] E] E]

○ ○ ○ 0 ○ E]
2 2 .5 0 ○.3 B 3 . 06 ○ 1 .$ 3

EEl El ○.丁ー 1 ,4 1 2 .1 2 ○

6 7 .5 0 0 ○ ○ ○

○0 0 ○ ○ E] ○

1 12 .5 0 0 ○ E) ○

1 3S ○ 0 ○ ¢ El
1 S7 J5 ○ ○ ○ E] ○

1 BO ○ 0 ○ E) ○
2 02 .5 ○ ○ ○ ○ ○

2 25 ○ ○ ○. ○ ○

2 47 .5 ○ ○
-

3 .7 ○ ¢

27 0 ○ ○ ○ El ○
2 92 .5 ○ ○ - 3 .7 ¢ ○

EZZ] 0 0 0 ○ ○

3 37 .5 0 0 ○
-

2 .3 0



前景 背景 前景評価 背景評価

Y A W PJT C H :■.チ. ∴
L

/ 右 左 上 下

可( 右) 可( 上) 27
- 7ー.7 7 5 5 .68 -1 7 .7 8 1 4 ○.21

可( 右) 可( 下) 26
- 7 2 .8 5 5 4 ,

1 8 1 7 8 .6 0
-

2 8 .85

可( 塞) 可( 上) 27 42 .76 - 7 O .1 9 -

2 .8 3 1 4 3 .28

可( 左) 可( 下) 2丁 7 S .1 4 - $9 .6 8 1 31 .81 - 2 3 . 23

可(右) 固( 上) 27 - 75 .62 2 8 .6 9 0 .0 0 1 8 4 . 83

可(右) 固( 下) 26
- 84 .93 37 .1 2 1 84 .31

-

5 .6 6

可( 左) 園( 上) 2 7 25 .08
- 97 .47 -

5 .2 4 2 0≦, .3 8

可( 左) 固( 下) 26 49 .8O
-

85 .6 3 1 62 .3 5
- 1 丁.ー6

圃( 右) 可( 上) 2 7 - 7 8 .40 58 ,56 - 38 .06 11 4 .3 2

国( 右) 可( 下) 2 6
-

7 1 .56 1 24 .99 1 34 .39 - 31 .2 6

国( 左) 可( 上) 2 5 9 5 .45
-

42 .8 7
-

28 .52 1 28 .9 5

圃( 左) 可(下) 27 6 S .7 0
-

74 .3 0 1 38 .5 0
-

25 .4 2

Eel( 右) EE)( 上) 26
-

7 8 .27 69 .70
-

5 .89 ー4ヰ.8 0

EE (右) 固(下) 27 - 6 9 .4 9 9 5 .56 1 1 5 .66
- 3 4 .8 8

固( 左) 同( 上) 26 ー0 2 .9 2 一 郎 . 7 5 - ー4 .7 2 1 38 .6 2

固( 左) EEl( 下) 2 7 8 9 .2B - 7ー.1 2 1 48 .82
- 23 .61

P】T C H Y A W 上 下 右 左

可(下) 可( 左) 26 2 4 .1 3
-

6 2 .72 2 01 .56 0 .0 0

可(下) 可( 右) 26 29 .9 8 - 84 .60 - 1 0 .05 1 61 .2 3

可( 上) 可( 左) 26
-

6 4 .3 5 3 3 .3 1 20 9 .68
-

ー0 .88

可く上) 可( 右) 26
-

65 .ー4 31 .79 0 .00 1 7 0 .46

可( 下) 国( 塞) 26 4 0 .8ー - 6 9 .43 ー8 6 .¢0
- 1 3 .82

可( 下) 固(右) 24 8 .8 4
-

1 01 .7 3
-

8 .84 20 3 .9 4

可(上) 固( 左) 26
- 75 .9 0 21 .86 20 3 .64

-

7 .69

可( 上) Eel( 右) 26
- 81 .6 9 1 2 .ー3

-

6 .50 1 8 3 .29

圃(下) 可( 左) 26 3 4 .3 9 - 5 7 .3 1 1 9 4 .28 - ll .9 4

国(下) 可( 右) 26 35 . 4 2
-

3 9 .81 - 2 2 .06 1 42 .09

固( 上) 可( 左) 26
- 3 T 2 6 3 9 .98 159 .67

-

2 6 .03

固(上) 可( 右) 25 - 62 . 4 3 21 .31 - 5 .6 6 1 81 .1 9

固( 下) 固( 左) 26 20 .7 3 - 4 6 .8 1 ー8 3 .7 7 - 1 4 .51

固(下) 圃( 右) 26 2 4 .0 0 - 46 .53 0 .00 1 5 0 .62

国(上) 圃( 左) 26
-

35 . 45 3 7 .26 197 .41 - 5 .89

固( 上) Eel(右) 26
-

77 .3 丁 27 .8丁 - 7 .ー1 1 8 5 .ー1

二

_
rTl 人

::
′
1
A '-
i l l L

/

,こ 1
】

前景評価 背景評価

右+ 左 上 + 下

-

ー7 1 22

-

1 9 ー49

-

28 ー40

ー5 1 08

- 4 7 1 84

-

4 8 1 丁8

- 7 3 2 04

- 1 6 1 45

- 2 0 7 6

5 3 1 03

5 2 一oo

- 9 1 1 3

-

9 1 3 8

26 8 0

36 1 23

1 8 ー2 5

上 + 下 右 + 左
-

39 2 01

- 5 5 1 5 1

- 3 2 1 9 8

-

3 4 ー7 0

-

29 ー7 2

-

9 3 ー9 5

-

55 1 9 5

-

7 0 1 7 6

-

2 3 ー82

- 5 1 20

2 1 3 3

-

4 2 ー7 5

-

27 1 6 9

- 2 3 1 5 0

1 1 引

- 5 0 1 7 8



< 前景: y a w 回転時の繰り返しのある二 元配置分散分析表>

分散分析: 繰り返しの ある二 元配置

分散分析表

変身要囲 変動 分数 # ^
･

hqされた分数比

標本

列

交互作用

繰り返し誤差

3 2 .57 2 6 7 2 2 6

5 .21 7 9 7 2 1 2 6

2 .6 87 2 9 5 5 58

9 8 0 .005 7 08 4

1 0 2 0 . 4 8 3 6 4 8

1 3 2 .5 7 2 67 22 6

1 5 .21 79 7 2 1 2 6

1 2 .6 8 7 2 9 55 58

34 0 2 .8 8 2 36 97 31

11 .3 0 065 7 2

1 .81 03 0 6 3 1 5

0 .9 3 23 21 6

P 一 盾 F 虜男盾

0 .0 0 0 8 6 2 9 87

0 .17 9 36 8 09 5

0 .3 34 9 46 66 3

3 .8 6 89 53 9 2 6

3 .86 8 95 392 6

3 .86 8 95 39 26



< 前景: pit c h 回転時の繰り返しのある二 元配置分散分析表>

分散分析: 繰り返しの ある二 元配置

分散分析表

変身:要囲 変易 分戯
･

粛瀞きれた分数此

標本

列

交互作用

繰り返し誤差

I 4 .3 0 83 8 6 84

2 .9 0 7 6 6 2 0 9 7

1 .3 0 9 79 71 0 5

4 46 .66 0 9 005

46 5 .1 8 67 465

1 1 4 .3 0 8 3 8(;8 4

1 2 . 9 0 7 6 6 2 0 9 7

1 1 . 3 0 97 9 7 1 05

2 7 2 1 . 6 4 21 3 56 6 4

8 .7 1 3 2 7 9 3 9 5

1 .7 7 0 6 5 8 8 8 1

0 .79 76 1 80 8 6

p 一 店 F 虜罪盾

0 .003 4 3 45 6

0 .1 8 4 41 49 9 6

0 .37 2 59 5 95 2

3 .87 5 873 35 2

3 .87 5 873 35 2

3 .87 5 873 35 2



< 背景: pit c h 回転時の 繰り返しのある二 元 配置分散分析表>

分散分析: 繰り返しの ある二 元配置

分散分析表

変動要 囲 変身 分数 銀瀞きれた分数此

標本

列

交互作用

繰り返し誤差

1 7 .9 0 31 351 7

1 5 .4 41 1 051 8

1 .6 7 9 82 53 41

7 2 3 .0 6 0 73 5 2

7 5 8 .08 4 8 0 0 9

1 1 7 .9 0 31 3 51 7

1 1 5 .4 411 0 51 8

1 1 .67 9 82 53 41

36 8 1 . 9 6 4 8 3 8 9 5 4

9 .11 1 75 7 0 3 8

7 .8 5 8 71 2 8 7 3

0 .85 4 9 43 01 6

p
一

盾 F 虜界盾

0 .00 27 1 671 3

0 .00 5 32 55 41

0 .35 57 6 3 6 3 7

3 .86 68 51 64 3

3 .86 6 851 64 3

3 .86 6 851 6 43



< 背景: y a w 回転時の繰り返しのある二 元配置分散分析表>

分散分析: 繰り返しのある二 元配置

分散分析表

変身要 囲 変身 分数
.

顔瀞された分数此

標本

列

交互作用

繰り返し誤差

4 .1 9 7 4 21 37 7

1 .1 2 21 31 81 1

0 .2 0 61 5 6 6 6 6

6 28 .51 5 4 6 8 2

63 4 .0 4 1 1 78

1 4 .1 9 7 421 3 77

1 1 .1 2 2 1 31 81 1

1 0 . 2 0 61 5 6 6 6 6

38 8 1 .61 9 8 8 5 2 27

2 .591 1 8 4 4 2 8

0 .6 9 27 23 0 3 5

0 .1 2 7 2 6 6 21 8

p 一

盾 F 虜罪盾

0 .1 0 82 73 2 03

0 .40 57 51 6 91

0 .7 21 477 4 58

3 .8 6 55 36 641

3 .86 55 36 641

3 .86 55 36 641


